
馬
祖
、
鵝
湖
、
壇
経
、
神
会

―
現
代
禅
思
想
に
底
流
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム

―

千

田

た
く
ま

一　

唐
代
禅
思
想
研
究
の
潮
流

唐
代
禅
思
想
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
筆
者
な
り
に
要
約
す
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
頃
ま
で
と

近
年
と
で
は
、
解
釈
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
八
〇
年
代
頃
ま
で
の
解
釈
は
、
唐
代
禅
は
、
経
典
に
所
依
せ
ず
仏
教
教
理
を
離
れ
て
、
日
常
言
語
で
語
る
の
を
特
徴
と
し
、

あ
た
り
ま
え
の
生
活
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
中
国
独
自
の
様
式
と
し
て
形
成
さ
れ
た
中
国
思
想
で
あ
る
、
と
。

こ
の
解
釈
に
は
、
二
つ
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
禅
哲
学
的
解
釈
。
こ
れ
は
禅
に
西
洋
近
代
思
想
的
脈
絡
な
い
し
近
代
的
問
題

意
識
を
投
影
し
て
い
く
傾
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
デ
カ
ル
ト
の
「
コ
ギ
ト
（
自
己
意
識
）」
や
カ
ン
ト
の
「
自
己
意
識
」
を
源
と
す
る
「
主

体
」「
同
一
性
」「
理
性
」「
真
の
自
己
」
と
い
っ
た
西
洋
近
代
思
想
的
視
点
の
応
用
と
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
（
行
為
主
義
）
的
、
ニ
ュ
ー

エ
イ
ジ
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）
的
、
国
民
（
民
族
）
観
的
に
解
釈
す
る
近
代
的
問
題
意
識
の
投
影
で
、
禅
問
答
を
生
き
た
「
白
話
文
」
と

し
、
禅
を
「
日
常
の
言
葉
」
と
「
日
常
の
行
為
」
に
よ
っ
て
、「
主
体
を
構
築
し
」「
真
の
自
己
を
発
見
」
す
る
思
想
や
、
旧
習
を
破
壊
す

る
革
新
運
動
で
あ
る
と
し
、
唐
代
禅
こ
そ
は
仏
教
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
、
自
己
確
立
思
想
、
革
命
思
想
と
し
て
読
解
し
て
き
た
。

第
二
に
禅
宗
史
観
。
こ
れ
は
馬
祖
以
前
を
「
初
期
禅
」
と
設
定
し
、
初
期
禅
は
教
理
論
義
や
経
証
を
行
う
未
発
展
段
階
で
あ
り
、
そ
こ

（1） 
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か
ら
決
別
し
日
常
底
に
進
化
し
た
の
が
「
唐
代
禅
」
と
す
る
歴
史
観
で
あ
る
。
そ
し
て
「
初
期
禅
＝
論
義
」
を
未
発
達
段
階
と
見
る
進
歩

史
観
に
基
づ
き
、
初
期
禅
と
馬
祖
禅
を
断
絶
さ
せ
、「
論
義
」
と
「
問
答
」
を
分
断
し
た
も
の
と
す
る
。

こ
の
二
つ
は
、
禅
を
仏
教
の
思
想
的
脈
絡
か
ら
切
り
離
し
て
、
特
別
な
思
想
と
し
て
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
流
れ
だ
。
い
わ
ば
八
〇

年
代
頃
ま
で
は
、
禅
宗
・
禅
思
想
が
仏
教
の
発
展
段
階
で
あ
る
こ
と
に
目
を
瞑
り
、
中
国
語
学
、
中
国
思
想
と
し
て
の
み
研
究
す
る
論
調

が
盛
ん
で
、
胡
適
が
謳
っ
た
よ
う
に
「
宗
教
方
面
に
あ
っ
て
、
発
生
し
た
革
命
、
出
で
来
っ
た
の
が
「
禅
」
で
あ
り
」、
旧
習
の
宗
教
、

儀
式
、
文
字
の
障
碍
を
打
倒
し
た
「
人
的
」
革
命
、
宗
教
革
命
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
。
そ
れ
は
既
存
の
教
理
、
実
践
、
所

属
を
否
定
す
る
潮
流
で
、
欧
米
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
や
中
国
の
革
命
思
想
に
棹
さ
す
流
れ
で
あ
っ
た
。

一
方
、
九
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
温
故
知
新
な
解
釈
が
出
て
く
る
。
葛
兆
光
氏
、
賈
晋
華
氏
、
石
井
修
道
氏
、
石
井
公
成
氏
、
中
島

志
郎
氏
、
伊
吹
敦
氏
ら
の
よ
う
に
、
禅
を
仏
教
と
し
て
研
究
す
る
方
向
で
あ
り
、
た
と
え
ば
賈
晋
華
氏
は
馬
祖
の
思
想
に
つ
い
て
、「『
起

信
論
』
の
一
心
二
門
に
関
す
る
体
用
モ
デ
ル
及
び
如
来
蔵
縁
起
の
華
厳
理
論
の
影
響
下
で
、
馬
祖
は
悟
り
の
究
極
的
境
地
が
人
間
の
日
々

の
営
み
の
中
に
立
ち
現
れ
る
と
提
起
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
現
世
の
生
活
全
体
が
究
極
的
真
理
の
意
義
と
価
値
を
備
え
て
い
る
と
断
言
し
た
」

と
、
馬
祖
禅
の
教
理
的
背
景
を
論
じ
て
お
り
、
中
島
志
郎
氏
は
菩
薩
戒
、『
起
信
論
』、
天
台
止
観
な
ど
の
観
点
か
ら
禅
思
想
を
研
究
し
、

六
朝
仏
教
か
ら
初
期
禅
へ
の
継
承
発
展
、
道
信
か
ら
南
宗
北
宗
へ
の
連
続
面
を
論
じ
て
い
る
。

つ
ま
り
近
年
は
、
六
朝
仏
教
か
ら
唐
代
仏
教
へ
と
い
う
仏
教
史
と
し
て
の
禅
宗
や
、
唐
代
仏
教
と
し
て
の
禅
宗
と
い
う
よ
う
に
、
唐
代

禅
を
仏
教
と
し
て
捉
え
直
す
研
究
が
復
調
し
つ
つ
あ
り
、
禅
の
教
理
構
造
や
変
容
の
解
明
が
進
展
し
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
馬
祖
以
後
の

「
語
録
の
時
代
」
に
つ
い
て
も
、
個
別
研
究
が
端
緒
に
つ
き
つ
つ
あ
る
。

（2） 
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二　

問
題
の
所
在

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
潮
流
を
受
け
、
馬
祖
の
弟
子
で
あ
る
鵝
湖
大
義
（
七
四
六
～
八
一
八
）
の
問
答
を
、
思
想
・
教
理
的
視
点
か
ら
考

察
し
、
仏
性
論
を
論
点
に
し
て
馬
祖
や
神
会
そ
し
て
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
と
い
っ
た
、
鵝
湖
周
辺
の
人
物
・
文
物
と
比
較
す
る
。

馬
祖
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
は
唐
代
禅
を
代
表
す
る
禅
師
の
一
人
で
、
柳
田
聖
山
は
「
中
国
禅
宗
の
実
質
的
な
形
成
は
、
馬
祖
（
７
０
９

―
７
８
８
）
お
よ
び
そ
の
門
下
た
ち
の
多
彩
な
活
動
よ
り
始
ま
る
」
と
述
べ
て
お
り
、ま
た
『
馬
祖
の
語
録
』
を
編
集
し
た
入
矢
義
高
も
、「
中

国
の
禅
は
、
実
質
的
に
は
馬
祖
か
ら
始
ま
っ
た
」「
そ
の
こ
と
は
、
馬
祖
禅
の
核
心
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
関
わ
っ
て
く
る
」
と

言
い
、
さ
ら
に
小
川
隆
氏
も
「
今
日
に
ま
で
つ
づ
く
禅
宗
の
伝
統
の
、
そ
の
事
実
上
の
起
点
が
馬
祖
禅
に
在
っ
た
」
と
同
調
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
代
に
つ
な
が
る
禅
思
想
の
底
流
は
馬
祖
禅
に
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
馬
祖
の
思
想
的
特
徴
は
、「
作
用
即
性
、
性
在
作
用
」「
即
心
是
仏
（
即
心
即
仏
）」「
平
常
心
是
道
」
さ
ら
に
は
「
道
不

用
修
」
と
い
う
句
で
知
ら
れ
、
馬
祖
の
門
派
は
、
九
世
紀
以
降
一
大
勢
力
と
な
り
、
馬
祖
が
開
教
し
た
地
域
か
ら
「
洪
州
宗
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
門
人
を
輩
出
し
た
。

そ
の
中
で
も
鵝
湖
は
、
江
湖
か
ら
都
の
長
安
に
進
出
し
、
馬
祖
禅
を
中
原
に
進
出
さ
せ
た
立
役
者
で
あ
る
。
そ
の
鵝
湖
の
問
答
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
鵝
湖
を
洪
州
宗
の
代
表
と
見
立
て
、
教
理
や
論
理
構
造
を
考
察
し
、
な
お
か
つ
初
期
禅
の
神
会
か
ら
洪
州
宗
祖
の
馬
祖
へ

の
継
承
と
変
容
、
そ
し
て
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
と
洪
州
宗
＝
馬
祖
禅
と
の
関
係
を
論
じ
、
現
代
禅
思
想
の
底
流
と
言
わ
れ
る
馬
祖
禅
の

思
想
的
特
徴
と
、
唐
代
禅
思
想
の
一
端
を
解
明
し
た
い
。

（4） 

（5） 

（6） 
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三　

鵝
湖
の
問
答
の
場
面
設
定
と
四
論
題

鵝
湖
の
資
料
は
、『
祖
堂
集
』
や
『
景
徳
伝
灯
録
』
な
ど
に
断
片
的
に
見
え
、
ま
た
『
全
唐
文
』
に
鵝
湖
の
碑
銘
『
興
福
寺
内
道
場
供

奉
大
徳
大
義
禅
師
碑
銘
』（
以
下
『
鵝
湖
碑
銘
』
と
略
称
）
が
収
載
さ
れ
、そ
こ
に
ま
と
ま
っ
て
問
答
が
あ
る
。
周
知
の
通
り
『
全
唐
文
』
は
、

い
さ
さ
か
資
料
価
値
に
不
安
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
以
外
に
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
な
い
の
で
、
本
稿
は
『
全
唐
文
』

の
『
鵝
湖
碑
銘
』
を
資
料
と
し
て
、
鵝
湖
の
思
想
を
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『
鵝
湖
碑
銘
』
の
問
答
は
、
四
つ
の
論
題
に
つ
い
て
問
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

一
、
論
題
‥
仏
性
難
見　

論
者
‥
阿
毘
達
磨
を
象
徴
す
る
尸
利
禅
師　

場
所
‥
順
宗
皇
太
子
の
居
宮

二
、
論
題
‥
修
行
頓
漸　

論
者
‥
教
相
を
象
徴
す
る
湛
然
法
師　

場
所
‥
皇
城
内
神
龍
寺
で
の
法
会

三
、
論
題
‥
心
本
有
無　

論
者
‥
あ
る
問
者　

場
所
‥
徳
宗
降
誕
日
の
麟
徳
殿
で
の
法
会

四
、
論
題
‥
道
の
定
義　

論
者
‥
複
数
の
問
者　

場
所
‥
同
じ
く
徳
宗
降
誕
日
の
法
会

問
答
を
読
む
と
、
鵝
湖
の
論
義
の
基
本
構
造
は
、
仏
性
如
来
蔵
を
基
礎
に
お
き
、『
維
摩
経
』
を
所
依
と
し
て
、「
法
無
定
相
（
＝
第
一
義

空
）」
と
「
不
二
相
即
」
の
論
法
に
よ
っ
て
議
論
を
展
開
し
、「
即
今
」
と
「
無
常
・
不
定
」
と
い
う
結
論
を
提
示
す
る
。

四　

仏
性
難
見
問
答

で
は
順
次
問
答
を
訓
読
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
一
、
仏
性
難
見
問
答
の
場
面
設
定
は
、
順
宗
皇
帝
が
皇
太
子
の
時
に
、
居
宮
で
阿
毘
達
磨

を
象
徴
す
る
尸
利
禅
師
と
問
答
を
行
い
、
そ
の
尸
利
の
発
言
内
容
に
つ
い
て
、
順
宗
皇
帝
が
鵝
湖
に
諮
問
す
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

（8） 

（9） 
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順
宗
皇
帝
の
儲
闈
に
在
り
し
に
、
問
安
の
余
、
神
を
道
域
に
棲
ま
す
。
嘗
て
尸
利
禅
師
に
問
う
、
経
に
言
わ
く
、
大
地
普あ

ま
ねき

衆
生
、

性
を
見
て
仏
道
を
成
ず
と
。
答
え
て
曰
く
、
仏
は
猶
お
水
中
の
月
の
如
し
、
見
る
べ
く
も
取
る
べ
か
ら
ず
。
後
、
因
み
に
大
師
に
問

う
。
曰
く
、
仏
性
は
見
る
に
非
ざ
る
も
、
必
ず
水
中
の
月
を
見
ば
、
何
ぞ
攫
取
せ
ざ
る
。
順
宗
、
之
を
然
り
と
す
。
復
た
問
う
、
何

者
か
是
れ
仏
性
。
答
え
て
曰
く
、
殿
下
の
所
問
を
離
れ
ず
。
元
関
に
黙
契
し
、
一
言
も
て
遂
に
合
す
。

順
宗
皇
帝
之
在
儲
闈
、
問
安
之
余
、
棲
神
道
域
。
嘗
問
尸
利
禅
師
、
経
言
、
大
地
普
衆
生
、
見
性
成
仏
道
。
答
曰
、
仏
猶
如
水
中
月
、

可
見
不
可
取
。
後
因
問
大
師
。
曰
、
仏
性
非
見
、
必
見
水
中
月
、
何
不
攫
取
。
順
宗
然
之
。
復
問
、
何
者
是
仏
性
。
答
曰
、
不
離
殿

下
所
問
。
黙
契
元
関
、
一
言
遂
合
。

順
宗
が
尸
利
に
質
問
し
た
「
経
言
、大
地
普
衆
生
、見
性
成
仏
道
」
の
典
拠
と
な
る
経
典
は
解
明
で
き
な
い
が
、『
六
祖
壇
経
』
に
も
「
法

界
衆
生
、
言
下
見
性
成
仏
道
」
と
類
似
の
表
現
が
あ
る
の
で
、
当
時
、
禅
宗
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
論
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
大
地
普
衆
生
、
見
性
成
仏
道
」
と
い
う
文
言
は
、
仏
性
思
想
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、『
大
乗
涅
槃
経
』
を
は
じ
め
一
乗
思
想
・
如
来

蔵
思
想
経
典
で
は
「
一
切
衆
生
、
悉
有
仏
性
＝
す
べ
て
の
衆
生
に
は
仏
性
が
有
る
」
で
あ
り
、〈
有
る
〉
と
い
う
因
位
＝
本
覚
を
基
本
と

す
る
。

一
方
、
こ
こ
で
は
「
大
地
普
衆
生
、
見
性
成
仏
道
＝
す
べ
て
の
衆
生
が
見
性
し
て
仏
道
を
成
す
」
で
あ
り
、「
仏
性
（
本
覚
）
を
見
る
」

と
い
う
始
覚
に
よ
っ
て
、
等
覚
妙
覚
へ
到
達
し
「
仏
道
を
成
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
見
性
に
よ
る
菩
薩
の
階
位
の
一
超
直
入
＝
果
位
が
意

図
さ
れ
、
中
国
仏
教
に
お
け
る
仏
性
思
想
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
こ
の
順
宗
の
質
問
に
対
す
る
尸
利
の
答
え
だ
が
、
そ
こ
に
出
る
「
水
中
の
月
」
の
喩
え
は
、
幻
夢
の
比
喩
も
し
く
は
空
の
十
喩
と

い
わ
れ
る
定
句
の
一
つ
で
、
た
と
え
ば
『
大
智
度
論
』
に
、

（10） 

（11） 
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水
中
の
月
の
如
し
と
は
、
月
、
実
に
は
虚
空
中
に
在
り
て
、
影
、
水
に
現
ず
。
実
法
相
の
月
、
如
・
法
性
・
実
際
の
虚
空
中
に
在
り

て
、
而
し
て
凡
夫
人
心
の
水
中
に
、
我
・
我
所
の
相
有
り
て
現
ず
。
是
を
以
っ
て
の
故
に
水
中
の
月
の
如
し
と
名
づ
く
。

如
水
中
月
者
、
月
実
在
虚
空
中
、
影
現
於
水
。
実
法
相
月
在
如
法
性
実
際
虚
空
中
、
而
凡
夫
人
心
水
中
、
有
我
我
所
相
現
。
以
是
故

名
如
水
中
月
。

と
あ
り
、
水
中
の
月
は
実
相
に
対
す
る
立
体
映
像
と
で
も
言
い
表
せ
よ
う
。

つ
ま
り
「
仏
性
を
見
て
仏
道
を
完
成
さ
せ
る
」
と
い
う
見
性
成
仏
思
想
に
対
し
て
、
尸
利
は
「〈
仏
〉
は
〈
水
中
の
月
〉
の
よ
う
に
相

な
の
で
、
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
、（
仏
自
身
を
）
掴
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
論
じ
、
観
相
見
相
は
で
き
る
が
見
性
成
仏
は
で
き

な
い
と
、
阿
毘
達
磨
（
小
乗
）
に
基
づ
い
て
否
定
し
た
。

尸
利
に
よ
る
見
性
成
仏
の
否
定
に
対
し
て
、
鵝
湖
は
「〈
仏
性
〉
そ
の
も
の
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、〈
水
中
の
月
〉
と
言
う
仏
性

の
現
れ
た
相
が
見
え
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
仏
性
を
掴
み
取
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
論
駁
す
る
。

鵝
湖
が
い
う
水
中
の
月
は
、
尸
利
が
依
拠
し
た
経
論
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
大
乗
経
典
の
『
金
光
明
経
』
に
、

仏
の
真
法
身
、
猶
お
虚
空
の
如
し
。
物
に
応
じ
て
形
を
現
ず
、
水
中
の
月
の
如
し
。

仏
真
法
身
、
猶
如
虚
空
。
応
物
現
形
、
如
水
中
月
。

と
あ
る
水
中
の
月
で
あ
る
。
こ
の
『
金
光
明
経
』
の
句
は
、
法
身
応
現
の
比
喩
と
し
て
、
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
八
）
や
吉
蔵
（
五
四
九

～
六
二
三
）
な
ど
が
経
証
と
す
る
と
と
も
に
、
馬
祖
や
大
珠
慧
海
も
引
用
し
て
お
り
、
鵝
湖
も
同
じ
く
水
中
の
月
を
、
法
身
（
仏
性
）
が

物
に
応
じ
形
を
現
し
た
比
喩
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
尸
利
の
論
義
に
反
証
し
た
。

（12） 
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つ
ま
り
両
者
は
「
水
中
の
月
」
の
比
喩
を
用
い
な
が
ら
も
、
そ
の
教
理
背
景
を
異
に
し
て
い
る
。
尸
利
は
阿
毘
達
磨
（
小
乗
）
に
基
づ

き
、〈
仏
〉
と
衆
生
の
関
係
を
、
真
と
仮
、
実
と
幻
の
関
係
で
論
じ
、
仏
は
超
越
的
存
在
で
、
衆
生
は
仏
を
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
修

行
し
て
仏
位
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

一
方
、
鵝
湖
は
大
乗
経
典
に
基
づ
き
、〈
仏
性
〉
と
衆
生
の
関
係
を
、
理
と
事
、
心
と
法
、
性
と
形
、
本
と
迹
の
関
係
で
論
じ
、
仏
性

法
身
そ
の
も
の
は
虚
空
の
よ
う
に
見
え
な
い
が
、
そ
れ
が
応
現
し
た
形
相
、
そ
れ
が
作
用
し
た
事
象
は
見
え
る
。
仏
性
の
形
相
事
象
が
見

え
た
な
ら
、
そ
の
ま
ま
仏
性
も
掴
み
取
れ
て
お
り
、
菩
薩
の
修
行
を
完
成
さ
せ
解
脱
で
き
る
と
す
る
。

両
者
の
説
を
対
置
さ
せ
る
と
、

尸
利
＝
仏
の
見
相
は
で
き
て
も
、
見
性
成
仏
道
は
で
き
な
い
。（
見
相
非
見
性
）

鵝
湖
＝
仏
性
の
相
を
見
れ
る
な
ら
、
見
性
成
仏
道
も
で
き
る
。（
見
相
是
見
性
）

と
な
る
。

さ
て
、
尸
利
と
鵝
湖
の
両
説
に
対
し
て
、
順
宗
は
鵝
湖
の
主
張
に
首
肯
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
何
が
仏
性
な
の
か
」
と
問
い
か
け
、

鵝
湖
は
「
皇
太
子
が
質
問
す
る
と
こ
ろ
を
離
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。
後
世
、鵝
湖
の
一
転
語
と
し
て
諸
録
に
記
さ
れ
る
逸
話
で
あ
る
。

問
答
を
補
足
す
る
と
、
順
宗
の
質
問
の
前
提
は
「
仏
性
本
体
は
空
無
相
で
見
る
こ
と
が
難
し
い
」「
し
か
し
応
現
し
た
形
相
は
掴
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
」
で
あ
る
の
で
、「
見
え
な
い
け
れ
ど
掴
み
取
れ
る
仏
性
（
の
応
現
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
モ
ノ
な
の
か
」
と
い
う
問

い
に
な
り
、
解
答
は
「
仏
性
（
の
応
現
）
は
、
皇
太
子
が
質
問
す
る
の
と
相
即
不
離
だ
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

こ
れ
を
言
い
換
え
る
と
「
質
問
と
い
う
言
語
行
為
は
仏
性
の
応
現
だ
」
で
、
要
略
す
る
と
「
言
語
行
為
は
仏
性
だ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り

宗
密
が
馬
祖
禅
の
特
徴
を
「
能
く
言
語
し
動
作
す
る
者
、
必
ず
是
れ
仏
性
な
る
こ
と
を
（
能
言
語
動
作
者
、
必
是
仏
性
）」「
こ
の
性
、
体

に
即
す
る
用
な
る
が
故
に
（
此
性
即
体
之
用
故
）」
と
論
ず
る
、馬
祖
の
「
作
用
即
性
、性
在
作
用
」
＝
仏
性
論
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

仏
性
が
言
語
動
作
に
応
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（15） 
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五　

馬
祖
の
仏
性
論

諸
賢
に
よ
る
と
、
馬
祖
の
「
作
用
即
性
、
性
在
作
用
」
＝
仏
性
論
は
流
行
を
見
た
が
、
慧
忠
や
宗
密
な
ど
に
よ
る
批
判
が
お
こ
り
、
反

省
修
正
が
あ
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
馬
祖
自
身
の
仏
性
論
と
そ
の
思
想
史
的
背
景
、
そ
し
て

鵝
湖
の
仏
性
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
展
開
を
論
じ
て
み
る
。

馬
祖
の
仏
性
論
＝
「
作
用
即
性
、
性
在
作
用
」
は
、
如
来
蔵
思
想
と
空
観
思
想
そ
れ
に
華
厳
の
性
起
説
や
天
台
の
性
具
説
を
背
景
に
し

て
、『
起
信
論
』
の
一
心
二
門
三
大
説
に
依
用
し
、『
起
信
論
』
や
『
楞
伽
経
』
な
ど
で
説
か
れ
る
一
心
に
一
切
を
包
摂
す
る
一
心
思
想
（
随

縁
も
し
く
は
当
体
全
是
）
で
あ
る
。

具
体
的
に
『
馬
祖
語
録
』
に
仏
性
論
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、

お
の
お
の
自
心
に
信ま

か

せ
ば
是
れ
仏
な
り
。
此
の
心
即
ち
仏
心
。
達
磨
大
師
、
南
天
竺
国
よ
り
中
華
に
来
至
し
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝

え
、
汝
等
に
開
悟
せ
し
む
。
又
、
楞
伽
経
文
を
引
い
て
以
て
衆
生
の
心
地
に
印
す
。

各
信
自
心
是
仏
。
此
心
即
仏
心
。
達
磨
大
師
従
南
天
竺
国
来
至
中
華
、
伝
上
乗
一
心
之
法
、
令
汝
等
開
悟
。
又
引
楞
伽
経
文
以
印
衆

生
心
地
。

と
、
馬
祖
は
自
身
の
「
衆
生
心
」
の
は
た
ら
き
に
ま
か
せ
れ
ば
、
そ
れ
が
仏
心
（
仏
性
、
心
性
、
法
性
、
一
心
、
法
身
と
同
義
、
以
下
同

じ
）
の
応
現
で
あ
る
と
宣
言
し
、
そ
の
よ
う
に
開
悟
さ
せ
る
の
を
目
的
と
す
る
。
…
…
１

で
は
仏
心
と
は
何
な
の
か
。
そ
の
本
性
は
、

（17） 
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本
性
の
空
な
る
に
達
す
れ
ば
、
更
に
一
法
無
し
。
性
自
ず
か
ら
是
れ
門
な
る
も
、
性
は
相
有
る
こ
と
無
し
。

達
本
性
空
、
更
無
一
法
。
性
自
是
門
、
性
無
有
相
。

と
、
空
無
相
で
見
え
な
い
。
見
え
な
い
が
、

凡
そ
見
る
所
の
色
、
皆
な
是
れ
心
を
見
る
、
心
、
自
ら
心
な
ら
ず
、
色
に
因
る
が
故
に
有
り
。

凡
所
見
色
、
皆
是
見
心
、
心
不
自
心
、
因
色
故
有
。

と
、
仏
心
が
色
と
し
て
現
れ
、
現
れ
た
色
に
よ
っ
て
〈
心
が
有
る
の
を
見
る
〉
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

今
の
見
聞
覚
知
は
、
元
よ
り
是
れ
汝
が
本
性
、
亦
た
本
心
と
名
づ
く
。

今
見
聞
覚
知
、
元
是
汝
本
性
、
亦
名
本
心
。

と
、
色
（
六
境
）
を
〈
見
る
〉
見
聞
覚
知
（
六
根
六
識
）
も
、
こ
れ
ま
た
本
性
＝
仏
心
に
基
づ
く
。
…
…
２

我
々
の
六
根
六
境
が
仏
心
で
あ
れ
ば
、

汝
、
若
し
心
を
識
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
祇
今
語
言
す
る
、
即
ち
是
れ
汝
が
心
。
此
の
心
を
喚
ん
で
仏
と
作
す
、
亦
た
是
れ
実
相
法
身

仏
な
り
。

汝
若
欲
識
心
、
祇
今
語
言
、
即
是
汝
心
。
喚
此
心
作
仏
、
亦
是
実
相
法
身
仏
。

（20） （21） 
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と
、
即
今
の
知
覚
と
言
語
動
作
と
が
、
仏
心
の
現
れ
だ
と
認
識
す
る
。
…
…
３

こ
の
よ
う
に
仏
心
や
法
身
は
、

法
身
は
無
窮
に
し
て
、
体
に
増
減
無
く
、
能
く
大
、
能
く
小
、
能
く
方
、
能
く
円
、
物
に
応
物
じ
て
形
を
現
じ
、
水
中
の
月
の
如
し
、

滔
々
と
運
用
し
て
、
根
栽
を
立
て
ず
、

法
身
無
窮
、
体
無
増
減
、
能
大
能
小
、
能
方
能
円
、
応
物
現
形
、
如
水
中
月
、
滔
々
運
用
、
不
立
根
栽
。

と
、
種
々
の
物
に
応
じ
て
形
相
を
現
わ
す
が
、
応
現
し
た
形
相
に
根
本
的
な
実
体
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
の
で
、

夫
れ
法
を
求
む
る
者
は
応
に
求
む
る
所
無
く
。
心
の
外
に
別
仏
無
く
、
仏
の
外
に
別
心
無
し
。
善
を
取
ら
ず
悪
を
捨
て
ず
、
浄
穢
の

両
辺
倶
に
依
怙
せ
ず
。
罪
性
の
空
な
る
に
達
せ
ば
、
念
念
不
可
得
な
り
。
自
性
無
き
が
故
な
り
。
故
に
三
界
唯
心
、
森
羅
及
び
万
象

は
、
一
法
の
印
す
る
所
な
り
。

夫
求
法
者
応
無
所
求
。
心
外
無
別
仏
、
仏
外
無
別
心
。
不
取
善
不
捨
悪
、
浄
穢
両
辺
倶
不
依
怙
。
達
罪
性
空
、
念
念
不
可
得
。
無
自

性
故
。
故
三
界
唯
心
、
森
羅
及
万
象
、
一
法
之
所
印
。

と
、
仏
心
と
衆
生
の
心
と
が
「
無
別
」
で
、〈
相
即
不
離
＝
即
是
〉
で
あ
れ
ば
一
心
で
あ
る
。
一
心
は
善
悪
浄
穢
に
か
か
わ
ら
な
い
空
で
、

そ
の
一
心
か
ら
水
中
に
月
が
〈
印
影
〉
す
る
よ
う
に
、
一
切
の
形
相
が
現
れ
て
い
る
。
…
…
４

仏
心
が
衆
生
心
で
あ
る
と
認
識
で
き
た
な
ら
、
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一
切
衆
生
、
無
量
劫
よ
り
来
か
た
、
法
性
三
昧
を
出
で
ず
、
長つ

ね

に
法
性
三
昧
の
中
に
在
り
て
、
著
衣
喫
飯
し
、
言
談
祇
対
す
。
六
根

の
運
用
、
一
切
の
施
為
、
尽
く
是
れ
法
性
。

一
切
衆
生
、
従
無
量
劫
来
、
不
出
法
性
三
昧
、
長
在
法
性
三
昧
中
、
著
衣
喫
飯
、
言
談
祇
対
。
六
根
運
用
、
一
切
施
為
、
尽
是
法
性
。

と
、
我
々
は
も
と
よ
り
法
性
（
仏
性
）
三
昧
の
中
に
在お

り
、
そ
の
言
動
は
仏
性
の
作
用
だ
と
わ
か
る
の
で
あ
っ
た
。
…
…
５

以
上
の
よ
う
に
馬
祖
の
仏
性
論
は
、
衆
生
心
と
仏
心
と
を
一
心
と
し
て
捉
え
る
『
起
信
論
』
を
背
景
に
し
て
、
仏
心
を
根
本
識
と
し
て

一
切
を
一
心
に
包
摂
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
に
し
、
以
下
の
五
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

１　

衆
生
の
心
が
仏
心
で
あ
る

２　

十
八
界
（
色
と
見
聞
覚
知
）
も
仏
心
本
性
か
ら
現
れ
、
現
れ
た
色
を
通
じ
て
仏
心
本
性
が
有
る
の
を
見
る

３　

た
だ
し
本
性
仏
心
は
空
無
相
で
、
無
相
な
仏
心
の
作
用
が
見
聞
覚
知
に
現
れ
る

４　

現
れ
る
色
と
見
聞
覚
知
も
、
実
体
が
な
く
畢
竟
は
空
で
あ
る

５　

衆
生
は
〈
法
性
三
昧
〉
の
中
に
在い

て
、
仏
性
を
用は

た
らか

せ
て
い
る

こ
れ
ら
は
革
新
的
思
想
で
あ
っ
た
。

六　

神
会
の
仏
性
論

馬
祖
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
革
新
的
で
あ
っ
た
の
か
を
、
神
会
（
六
八
四
～
七
五
八
）
を
比
較
対
象
と
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
れ

と
言
う
の
も
「
神
会
一
派
に
よ
る
南
宗
曹
溪
の
宣
揚
運
動
が
、
一
応
の
成
果
を
収
め
お
わ
っ
た
の
ち
に
、
神
会
一
派
と
異
な
る
立
場
か
ら
、

南
宗
を
継
承
し
た
の
が
馬
祖
」
と
、
馬
祖
と
神
会
は
と
も
に
南
宗
を
標
榜
し
な
が
ら
、
思
想
的
相
違
が
あ
っ
た
と
予
測
さ
れ
る
か
ら
だ
。
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そ
こ
で
鵝
湖
の
問
答
で
も
取
り
上
げ
た
「
仏
性
が
有
る
」「
仏
性
は
見
難
い
」「
仏
性
を
ど
の
よ
う
に
し
て
見
る
の
か
」
を
関
鍵
語
と
し
て
、

仏
性
論
を
検
討
し
て
み
る
。

そ
も
そ
も
「
見
性
、
見
仏
性
」
問
題
は
、『
涅
槃
経
』
獅
子
吼
菩
薩
品
に
詳
論
さ
れ
、
そ
の
後
、
竺
道
生
（
三
六
〇
～
四
三
四
）
を
始

め
と
す
る
南
北
朝
時
代
の
注
釈
を
集
め
た
『
涅
槃
経
集
解
』
や
、
隋
の
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九
二
）
の
『
涅
槃
経
義
記
』『
大
乗

義
章
』
な
ど
が
あ
る
よ
う
に
、
種
々
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

禅
宗
に
お
い
て
も
こ
の
南
方
の
涅
槃
教
学
を
う
け
、「
見
性
、見
仏
性
」
が
重
要
な
論
題
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
神
会
は
「
見
性
、見
仏
性
」

の
〈
見
〉
に
つ
い
て
「
神
会
三
十
余
年
、
学
す
る
所
の
功
夫
、
唯
だ
見
の
字
に
在
り
（
神
会
三
十
余
年
、
所
学
功
夫
、
唯
在
見
字
）」
と
、

三
十
数
年
、〈
見
〉
を
工
夫
し
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

で
は
神
会
は
ど
の
よ
う
に
仏
性
を
見
る
と
す
る
の
か
。
そ
れ
は
「
比
量
で
見
る
（
比
量
見
）」
と
い
う
。「
比
量
見
」
と
は
類
推
に
よ
っ

て
間
接
的
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
何
か
ら
類
推
し
て
〈
見
る
〉
の
か
。
そ
れ
は
〈
知
〉
か
ら
類
比
推
量
し
て
〈
見
る
〉
の
だ
。
こ
こ

に
神
会
は
〈
知
〉
を
定
立
し
て
〈
見
〉
と
対
置
す
る
と
い
う
構
造
を
打
ち
立
て
る
。
宗
密
が
神
会
の
思
想
を
評
し
て
「
知
之
一
字
、
衆
妙

之
門
」
と
い
う
所
以
で
あ
る
。
…
…
１

い
っ
た
い
何
を
〈
知
る
〉
の
か
と
い
う
と
、『
壇
語
』
一
四
段
で
、

無
住
是
れ
寂
静
、
寂
静
の
体
即
ち
名
づ
け
て
定
と
為
す
。
体
上
に
従
い
て
自
然
智
有
り
て
、
能
く
本
の
寂
静
の
体
を
知
る
、
名
づ
け

て
恵
と
為
す
。
此
れ
は
是
れ
定
恵
等
し
な
り
。

無
住
是
寂
静
、
寂
静
体
即
名
為
定
。
従
体
上
有
自
然
智
、
能
知
本
寂
静
体
、
名
為
恵
。
此
是
定
恵
等
。

と
、
ま
ず
「
無
住
＝
寂
静
＝
体
＝
定
」
と
定
義
し
、
そ
の
体
上
に
自
ず
か
ら
然
ら
し
む
智
が
あ
っ
て
「
無
住
＝
寂
静
」
を
〈
知
る
〉
の
が

（28） 
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恵
で
あ
り
、
こ
の
構
図
が
定
恵
等
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

定
恵
等
し
き
者
は
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
。
今
推
到
し
て
無
住
処
に
便
ち
知
を
立
て
、
心
の
空
寂
な
る
を
知
る
は
、
即
ち
是
れ
用

処
な
り
。

定
恵
等
者
、
明
見
仏
性
。
今
推
到
無
住
処
便
立
知
、
知
心
空
寂
、
即
是
用
処
。

と
、定
恵
等
で
あ
れ
ば
、難
見
な
仏
性
を
は
っ
き
り
と
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
推
論
し
て
無
住
処
と
い
う
本
体
に
、こ
と
さ
ら
〈
知
〉

を
立
て
る
の
は
、
心
が
空
寂
だ
と
知
る
作
用
な
の
で
あ
り
、
空
寂
の
状
態
に
な
る
こ
と
と
、
そ
の
空
寂
を
知
る
こ
と
の
両
方
で
、
知
る
こ

と
か
ら
類
推
し
て
「
見
仏
性
」
に
な
る
と
す
る
。
…
…
２

さ
ら
に
続
け
て
一
五
段
に
、
真
如
や
仏
性
な
ど
の
「
本
体
は
空
寂
」
で
あ
り
、
そ
の
体
上
よ
り
、

空
寂
体
上
よ
り
〈
知
〉
起
こ
り
、
善
く
世
間
の
青
黄
赤
白
を
分
別
す
。

従
空
寂
体
上
起
知
、
善
分
別
世
間
青
黄
赤
白
。

と
、〈
知
〉
が
起
こ
っ
て
、

但
自
だ
本
体
が
空
寂
に
し
て
空
無
所
得
な
る
を
知
る
。

但
自
知
本
体
空
寂
空
無
所
得
。

（34） 

（35） 
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と
、
空
無
所
得
＝
無
念
を
知
見
す
る
の
で
あ
り
、
逆
に
言
え
ば
、

善
く
無
念
を
見
る
者
は
、
見
聞
覚
知
を
具
す
と
雖
も
、
而
も
常
に
空
寂
な
り
。
即
ち
戒
定
慧
の
学
は
、
一
時
に
斉
等ひ

と

し
く
し
て
、
万

行
具
備
す
。

善
見
無
念
者
、
雖
具
見
聞
覚
知
而
常
空
寂
。
即
戒
定
慧
学
、
一
時
斉
等
、
万
行
具
備
。

と
、
見
聞
覚
知
を
具
足
し
六
根
六
境
が
作
用
し
な
が
ら
も
空
寂
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
如
来
知
見
・
仏
知
見
に
同
じ
で
あ
る
と
。

…
…
３

ま
た
二
一
段
に
は
、「
知
識
自
身
の
中
に
仏
性
有
る
も
、
未
だ
了
々
と
し
て
見
る
能
わ
ず
（
知
識
自
身
中
有
仏
性
、
未
能
了
々
見
）」
と

い
う
『
涅
槃
経
』
の
説
に
つ
い
て
、
あ
る
論
者
は
「
家
中
の
喩
え
」
に
よ
っ
て
仏
性
を
〈
知
る
〉
こ
と
と
〈
見
る
〉
こ
と
は
異
な
る
と
主

張
し
て
お
り
、
今
の
学
者
は
そ
れ
に
依
拠
し
て
、

今
の
学
ぶ
所
の
者
は
、
具
さ
に
他
の
説
に
依
り
て
、
身
中
に
仏
性
有
る
を
知
る
も
、
未
だ
了
々
と
し
て
見
る
能
わ
ず
。

今
所
学
者
、
具
依
他
説
、
知
身
中
有
仏
性
、
未
能
了
々
見
。

と
身
中
に
仏
性
が
有
る
の
を
〈
知
る
〉
こ
と
は
で
き
て
も
、
は
っ
き
り
と
〈
見
る
〉
こ
と
は
で
き
な
い
と
理
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
、但

だ
意
を
作
さ
ず
、
心
の
起
こ
る
こ
と
有
る
無
く
ん
ば
、
是
れ
真
の
無
念
な
り
。
畢
竟
は
知
を
離
れ
ず
、
知
は
見
を
離
れ
ず
。

（37） 
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但
不
作
意
、
心
無
有
起
、
是
真
無
念
。
畢
竟
不
離
知
、
知
不
離
見

と
、
作
意
思
惑
を
な
さ
ず
、
心
（
妄
心
）
が
起
き
な
け
れ
ば
、
真
の
無
念
な
の
で
あ
り
、
成
仏
と
い
う
畢
竟
の
境
地
は
知
と
相
即
不
離
で
、

知
と
見
も
相
即
不
離
（
三
学
斉
等
）
な
の
だ
と
言
う
。
…
…
４

以
上
の
よ
う
に
神
会
の
仏
性
論
に
は
、
四
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

１　
〈
知
る
〉
か
ら
類
推
し
て
仏
性
を
〈
見
る
〉

２　

作
用
で
あ
る
〈
知
る
〉
恵
と
、
本
体
で
あ
る
無
住
空
寂
の
定
と
が
相
即
一
致
＝
定
慧
等
し
く
な
る
の
が
見
性

３　

�

空
寂
本
体
か
ら
〈
知
〉
が
起
こ
り
、
本
体
が
空
無
所
得
だ
と
〈
知
り
〉、
な
お
か
つ
空
寂
を
本
体
と
し
て
見
聞
覚
知
・
六
根
六
識

も
具
足
す
る

４　

�

凡
夫
の
作
意
や
妄
心
が
起
き
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
中
に
仏
性
が
有
る
の
を
〈
知
〉
れ
ば
、
そ
の
〈
知
〉
は
〈
見
〉
や
〈
畢
竟
成

仏
〉
と
相
即
不
離
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
会
は
、
無
住
寂
静
の
境
地
と
な
り
、
同
時
に
そ
の
無
住
寂
静
を
知
る
定
慧
等
を
主
張
し
、
無
住
寂
静
を
知
る
こ
と
か
ら
類

推
し
て
〈
仏
性
を
見
る
〉
と
す
る
。
換
言
す
る
と
、
我
々
の
身
中
に
仏
性
が
有
る
の
を
知
れ
ば
、
見
仏
性
な
の
で
あ
り
、
表
式
に
す
る
と

「
有
仏
性
＋
知
仏
性
＝
見
仏
性
」
で
あ
る
。

七　

馬
祖
と
神
会
の
相
違
点
と
鵝
湖

上
記
、
馬
祖
と
神
会
の
仏
性
論
を
見
た
。
そ
の
相
違
点
を
挙
げ
る
と
、

１
、
仏
性
と
衆
生

（40） 
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神
会
…
衆
生
の
身
中
に
仏
性
が
有
る

　

馬
祖
…
法
性
三
昧
中
に
衆
生
が
在い

る

２
、
見
仏
性
の
方
法

　

神
会
…
衆
生
が
妄
心
有
相
を
起
こ
さ
ず
無
住
寂
静
に
な
る
こ
と
で
有
仏
性
を
知
り
、
間
接
的
に
見
性
す
る

　

馬
祖
…
仏
心
本
性
か
ら
色
相
と
見
聞
覚
知
が
起
こ
り
、
そ
の
作
用
に
仏
性
が
見
え
る
（
現
れ
る
）

３
、
仏
性
と
見
聞
覚
知

　

神
会
…
知
恵
・
仏
性
に
基
づ
く
〈
知
る
〉
と
い
う
作
用
が
あ
っ
て
、
見
聞
覚
知
も
具
足
す
る

　

馬
祖
…
見
聞
覚
知
が
仏
性
の
現
前
作
用
で
あ
る

つ
ま
り
神
会
は
仏
性
が
「
有
る
か
無
い
か
」「
誰
に
有
る
か
」
を
意
識
し
て
い
た
が
、
馬
祖
は
仏
性
の
中
に
一
切
衆
生
が
在
る
と
位
置

づ
け
、「
仏
性
が
有
る
」
か
ら
「
仏
性
に
在い

る
」
へ
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
さ
せ
た
。

そ
し
て
衆
生
・
煩
悩
に
属
す
る
見
聞
覚
知
（
六
根
六
境
六
識
）
に
つ
い
て
も
、
神
会
は
空
寂
を
本
と
し
て
具
足
す
る
と
い
う
よ
う
に
し

て
い
た
の
を
、
馬
祖
は
更
に
進
め
て
見
聞
覚
知
を
仏
性
の
作
用
と
す
る
。

こ
の
馬
祖
の
説
は
、
た
と
え
ば
新
羅
の
元
暁
（
六
一
七
～
六
八
六
）
の
『
起
信
論
疏
』
に
、「
衆
生
の
六
根
、
一
心
よ
り
起
る
、
而
れ

ど
も
自
ら
の
原
に
背
い
て
、
六
塵
に
馳
せ
散
ず
（
衆
生
六
根
、
従
一
心
起
、
而
背
自
原
、
馳
散
六
塵
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
真
妄
和

合
の
一
心
に
基
づ
い
て
い
て
も
、
従
来
は
見
聞
覚
知
は
背
離
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
馬
祖
で
は
、
全
て
を
仏
性
一
心
に
包
摂
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
十
八
界
と
仏
性
と
の
関
係
を
革
新
的
に
転
換
し
た
。

禅
思
想
史
と
し
て
見
る
と
、
中
島
志
郎
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
道
信
や
北
宗
に
お
い
て
、『
起
信
論
』
や
『
楞
伽
経
』
へ

の
依
拠
や
、天
台
系
の
「
歴
縁
対
境
の
修
」「
一
切
処
解
脱
」
や
「
仏
心
戒
」
と
い
っ
た
思
想
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
東
山
法
門
、北
宗
、

南
宗
の
議
論
を
馬
祖
は
総
括
し
て
一
心
に
包
摂
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
馬
祖
以
後
、
一
心
思
想
に
基
づ
い
て
問
答
す
る
「
作
用
即
性
」

（41） 
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の
現
前
作
用
を
重
視
す
る
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
馬
祖
と
神
会
の
思
想
を
縷
説
し
て
き
た
、
鵝
湖
の
問
答
に
戻
る
と
、「
問
う
、
何
者
か
是
れ
仏
性
。
答
え
て
曰
く
、
殿
下
の
所

問
を
離
れ
ず
（
問
、
何
者
是
仏
性
。
答
曰
、
不
離
殿
下
所
問
）」
は
、「
殿
下
が
質
問
を
す
る
行
為
が
、
す
で
に
仏
性
の
は
た
ら
き
で
現
れ

だ
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
馬
祖
の
「
仏
性
の
現
れ
と
し
て
の
作
用
」
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

八　

修
行
頓
漸
問
答

さ
て
『
鵝
湖
碑
銘
』
仏
性
難
見
問
答
に
続
い
て
、
次
に
神
龍
寺
で
の
法
会
に
お
け
る
湛
然
の
登
座
説
法
と
鵝
湖
に
よ
る
批
評
が
記
さ
れ

る
。
当
段
は
短
く
、
あ
ま
り
思
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

後
ち
内
の
神
龍
寺
に
入
る
。
法
会
の
群
僧
に
湛
然
法
師
と
い
う
者
有
り
、
登
座
し
て
云
く
、
仏
道
は
遐
険
に
し
て
、
刧
を
経
る
こ
と

無
量
な
り
。
南
鄙
の
人
、
後
学
を
欺
給
す
。
大
師
曰
く
、
彼
、
自
ら
性
に
迷
え
る
盲
者
、
白
日
を
咎と

が

む
べ
け
ん
や
。
順
宗
、
顧
み
て

諸
王
に
謂
い
て
曰
く
、
彼
、
至
道
を
諭
さ
ず
。
其
の
儔
叱
下
す
、
数
旬
に
し
て
卒
す
。

後
入
内
神
龍
寺
。
法
会
群
僧
有
湛
然
法
師
者
、
登
座
云
、
仏
道
遐
険
、
経
劫
無
量
、
南
鄙
之
人
、
欺
給
後
学
。
大
師
曰
、
彼
自
迷
性

盲
者
、
可
咎
白
日
耶
。
順
宗
顧
謂
諸
王
曰
、
彼
不
諭
至
道
。
其
儔
叱
下
、
数
旬
而
卒
。

鵝
湖
が
皇
城
内
の
神
龍
寺
に
入
内
す
る
と
、
教
相
家
で
あ
る
湛
然
法
師
と
言
う
も
の
が
お
り
、
登
座
し
て
「（
修
道
論
に
よ
る
と
）
仏
道

は
遐と

お

く
険け

わ

し
く
、
無
量
の
劫
を
経
な
い
と
到
達
で
き
な
い
は
ず
な
の
に
、
南
方
の
田
舎
者
が
、
後
進
の
修
行
者
を
だ
ま
し
て
い
る
」
と
述

べ
る
。
つ
ま
り
湛
然
は
天
台
や
華
厳
の
階
位
説
・
歴
劫
修
行
観
に
基
づ
い
て
、
南
宗
の
頓
悟
説
を
批
判
し
た
。
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対
し
て
鵝
湖
は
「
湛
然
は
仏
性
の
実
相
を
理
解
で
き
ず
見
え
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
日
月
の
ご
と
き
明
瞭
直
截
な
南
宗
禅
を
非
難
す
る

の
だ
ろ
う
」
と
、『
維
摩
経
』
仏
国
品
に
あ
る
盲
者
と
日
月
の
比
喩
「
是
れ
盲
者
の
過
、
日
月
の
咎
に
非
ず
（
是
盲
者
過
、
非
日
月
咎
）」
を

背
景
に
し
て
、
湛
然
の
心
が
無
明
で
仏
眼
仏
慧
に
立
脚
し
て
い
な
い
こ
と
に
対
照
さ
せ
、
南
宗
禅
は
階
位
を
必
要
と
せ
ず
頓
速
で
簡
易
で

あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
順
宗
皇
帝
が
湛
然
一
門
を
叱
責
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
前
段
と
当
段
で
、
皇
帝
に
よ
り
阿
毘
達
磨

論
師
や
教
相
家
が
否
定
さ
れ
て
、
鵝
湖
の
禅
門
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

思
想
的
に
は
、
鵝
湖
が
依
拠
し
た
『
維
摩
経
』
仏
国
品
で
は
、
心
と
世
界
（
器
世
間
）
と
の
相
即
を
説
き
、
釈
尊
は
下
劣
人
を
救
渡
す

る
た
め
に
不
浄
の
国
土
を
示
し
、
足
の
指
で
大
地
を
押
す
だ
け
の
簡
捷
さ
で
、
こ
の
不
浄
な
国
土
を
仏
国
土
へ
と
転
じ
さ
せ
る
と
説
い
て

お
り
、
鵝
湖
は
こ
の
よ
う
な
『
維
摩
経
』
の
不
二
相
即
の
頓
悟
思
想
を
背
景
に
し
て
、
修
道
の
階
位
説
・
歴
劫
修
行
観
を
否
定
し
た
。

九　

心
本
有
無
問
答

次
に
心
本
有
無
問
答
に
移
ろ
う
。
場
面
は
、
徳
宗
の
誕
生
日
に
麟
徳
殿
で
行
わ
れ
た
論
議
で
、
質
問
者
が
あ
る
語
句
を
取
り
上
げ
て
、

そ
の
意
味
を
問
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

後
、
徳
宗
降
誕
日
、
麟
徳
殿
に
於
い
て
、
大
い
に
論
議
を
延
ぶ
。

問
者
曰
く
、
心
有
な
れ
ば
、
曠
劫
に
凡
夫
に
滞
る
。
心
無
な
れ
ば
、
刹
那
に
妙
覚
に
登
る
と
は
何
ぞ
や
。

大
師
曰
く
、
此
れ
は
乃
ち
梁
の
武
帝
、
然し

か

云
う
。
心
有
は
是
れ
有
に
滞
る
。
既
に
有
な
れ
ば
安
ん
ぞ
解
脱
す
べ
け
ん
や
。
無
な
れ
ば

何
人
か
妙
覚
に
登
ら
ん
。

大
師
の
旨
、
蓋
し
以
ら
く
、
群
生
十
号
為た

る
も
、
等
し
く
有
と
為
せ
ば
、
已
に
迷
い
し
者
は
終
に
復
た
悟
ら
ず
。
等
し
く
無
と
為
せ

（43） 
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ば
、
已
に
悟
り
し
者
は
終
に
復
た
迷
わ
ず
と
。

後
徳
宗
降
誕
日
、
於
麟
徳
殿
、
大
延
論
議
。

問
者
曰
、
心
有
也
、
曠
劫
而
滞
凡
夫
、
心
無
也
、
刹
那
而
登
妙
覚
、
何
也
。

大
師
曰
、
此
乃
梁
武
帝
云
然
。
心
有
者
是
滞
於
有
。
既
有
矣
安
可
解
脱
。
無
也
何
人
而
登
妙
覚
。

大
師
之
旨
蓋
以
、
為
群
生
十
号
、
等
為
有
、
已
迷
者
終
不
復
悟
。
等
為
無
、
已
悟
者
終
不
復
迷
。

最
初
の
質
問
は
「
心
が
有
だ
と
、
久
遠
に
凡
夫
に
留
ま
る
。
心
が
無
だ
と
、
瞬
時
に
悟
り
の
位
に
登
る
、
と
は
何
か
」
で
、
対
し
て
鵝
湖

は
「
こ
れ
は
梁
の
武
帝
（
の
碑
）
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、〈
心
が
有
〉
で
あ
れ
ば
、
有
に
停
滞
す
る
実
有
者
で
あ
る
。
実
有
者
で
あ

れ
ば
、
ど
う
し
て
解
脱
す
る
の
か
。
逆
に
〈
心
が
無
〉
で
あ
れ
ば
、
誰
が
悟
り
の
位
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
、
有
無
の
一
方
に

偏
り
留
ま
る
欠
点
を
指
摘
し
た
。

「
梁
の
武
帝
（
の
碑
）」
に
記
さ
れ
る
と
い
う
そ
れ
は
、『
宝
林
伝
』
巻
八
に
載
せ
ら
れ
る
梁
の
武
帝
が
製
作
し
た
達
摩
の
碑
を
指
し
、

前
後
が
逆
転
す
る
も
の
の
、
た
し
か
に
同
文
が
あ
る
。

次
の
「
大
師
之
旨
蓋
以
」
以
下
は
、
碑
文
の
依
頼
者
な
い
し
撰
者
が
、
鵝
湖
の
言
葉
を
解
釈
し
た
部
分
で
あ
る
。「
為
群
生
十
号
」
は

意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
こ
こ
で
は
仏
性
思
想
か
ら
判
断
し
て
「
群
生
が
十
号
で
あ
っ
た
と
し
て
も
」
つ
ま
り
「
衆
生
が
仏
で
あ
る
と
し

て
も
」
と
、「
衆
生
即
仏
」「
即
身
成
仏
」
思
想
を
述
べ
た
と
解
釈
し
た
。
す
る
と
以
下
の
句
は
「
均
等
に
有
だ
と
し
て
し
ま
う
と
、
ま
さ

に
実
有
に
留
ま
り
迷
っ
て
い
る
衆
生
で
あ
り
、
つ
い
に
二
度
と
は
悟
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
均
等
に
無
だ
と
し
て
し
ま
う
と
、
ま
さ

に
悟
っ
て
い
る
者
で
あ
り
、
つ
い
に
二
度
と
は
迷
う
こ
と
が
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
、
鵝
湖
が
仏
性
と
煩
悩
、
仏
と
衆
生
と
い
う
対
立
軸
、

そ
し
て
心
の
実
有
化
と
虚
無
化
の
両
方
を
否
定
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

心
本
有
無
問
答
は
、
当
時
周
知
さ
れ
て
い
た
『
華
厳
経
』
唯
心
偈
の
「
心
と
仏
及
び
衆
生
と
、
是
の
三
は
無
差
別
な
り
（
心
仏
及
衆
生
、
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是
三
無
差
別
）」
に
依
拠
し
た
、
心
が
仏
も
衆
生
を
も
作
り
出
す
と
い
う
唯
心
説
を
前
提
と
し
て
、
心
の
浄
不
浄
や
、
衆
生
と
如
来
の
相

即
を
論
じ
る
如
来
蔵
仏
性
思
想
や
中
観
思
想
の
議
論
を
背
景
に
し
て
い
る
。

実
際
、
清
涼
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
は
、『
華
厳
経
疏
』
巻
二
で
、
教
宗
を
「
一
、
小
乗
教
、
二
、
大
乗
始
教
、
三
、
終
教
、
四
、

頓
教
」
の
四
つ
に
分
け
、
そ
の
四
つ
目
の
頓
教
を
「
但
だ
一
念
生
ぜ
ざ
る
、
即
ち
名
づ
け
て
仏
と
為
す
。
地
位
漸
次
に
依
ら
ず
、
而
れ
ば

説
い
て
故
に
立
て
て
頓
と
為
す
（
但
一
念
不
生
、即
名
為
仏
。
不
依
地
位
漸
次
、而
説
故
立
為
頓
）」
と
言
い
、さ
ら
に
『
華
厳
経
随
疏
抄
』

巻
八
で
注
釈
し
て
、

〈
一
念
不
生
、
即
是
仏
〉
と
言
う
は
、
即
ち
心
、
本
是
れ
仏
の
体
、
妄
起
こ
る
故
に
衆
生
と
為
る
、
一
念
の
妄
心
生
ぜ
ざ
る
、
何
為な

ん
す

れ
ぞ
仏
と
名
づ
く
る
を
得
ん
や
。
故
に
達
摩
碑
に
云
く
、
心
有
な
れ
ば
、
曠
劫
に
凡
夫
に
滞
る
。
心
無
な
れ
ば
、
刹
那
に
正
覚
に
登

る
。
下
経
に
云
く
、
法
性
本
空
寂
、
取
無
く
見
無
し
、
性
空
な
れ
ば
即
是
に
仏
、
思
量
す
る
こ
と
を
得
る
べ
か
ら
ず
。

言
一
念
不
生
、
即
是
仏
者
、
即
心
本
是
仏
体
、
妄
起
故
為
衆
生
、
一
念
妄
心
不
生
、
何
為
不
得
名
仏
。
故
達
摩
碑
云
、
心
有
也
、
曠

劫
而
滞
凡
夫
、
心
無
也
、
刹
那
而
登
正
覚
。
下
経
云
、
法
性
本
空
寂
、
無
取
亦
無
見
、
性
空
即
是
仏
、
不
可
得
思
量
。

頓
教
の
「
一
念
不
生
即
是
仏
」「
心
本
是
仏
体
」
の
例
証
（
経
証
）
と
し
て
、
梁
の
武
帝
製
作
の
「
達
摩
碑
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

さ
て
鵝
湖
の
心
本
有
無
問
答
を
、
禅
思
想
史
上
か
ら
考
え
る
と
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
、
心
を
実
有
常
住
な
本
体
＝
心

実
有
論
と
理
解
す
る
潮
流
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
批
判
と
捉
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
馬
祖
禅
に
お
い
て
は
「
即
心
是
仏
が
一

つ
の
硬
直
化
し
た
テ
ー
ゼ
」
と
さ
れ
た
と
き
に
「
そ
の
こ
と
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
」、「
非
心
非
仏
」
や
「
不
是
心
、
不
是
仏
、

不
是
物
」
と
い
う
止
啼
銭
が
提
示
さ
れ
た
。
ま
た
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
に
よ
っ
て
、
南
宗
慧
能
の
宗
旨
が
改
換
さ
れ
て
「
心
常
相
滅
」

な
ど
が
説
か
れ
た
際
に
批
判
が
巻
き
起
こ
り
、『
鵝
湖
碑
銘
』
に
も
そ
の
一
端
が
見
え
て
い
る
。
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実
際
に
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
の
心
実
有
論
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、

故
に
知
ん
ぬ
、
一
切
万
法
尽
く
自
身
の
心
中
に
在
る
こ
と
を
。
何
ぞ
自
心
に
お
い
て
、
頓
に
真
如
の
本
性
を
見
ざ
る
。『
菩
薩
戒
経
』

に
云
く
「
我
が
本
源
は
自
性
清
浄
な
り
」。
心
を
識
り
て
性
を
見
ば
、
自
ら
仏
道
を
成
ず
。（『
浄
名
経
』
に
云
く
）「
即
時
に
豁
然
と

し
て
還
た
本
心
を
得
た
り
」。

故
知
、
一
切
万
法
尽
在
自
身
心
中
。
何
不
従
於
自
心
、
頓
見
真
如
本
性
。
菩
薩
戒
経
云
、
我
本
源
自
性
清
浄
。
識
心
見
性
、
自
成
仏

道
。
即
時
豁
然
還
得
本
心
。

一
切
は
自
身
の
心
中
に
在
る
、
で
あ
る
の
に
な
ぜ
そ
の
自
心
に
真
如
本
性
を
見
な
い
。
心
に
性
が
在
る
こ
と
を
知
り
本
性
を
見
た
な
ら
、

自
分
で
仏
道
を
成
じ
ら
れ
る
、
と
言
う
よ
う
に
心
を
「
含
蔵
識
」
と
捉
え
、
衆
生
の
心
に
「
仏
性
常
住
」
で
あ
る
と
し
て
、「
自
性
、
自
心
」

を
「
頓
修
」
す
る
こ
と
で
、
見
性
成
仏
道
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

既
出
の
馬
祖
や
神
会
と
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
と
を
比
較
す
る
と
、
神
会
は
「
衆
生
身
中
有
仏
性
」
で
、
無
住
寂
静
と
有
仏
性
を
知
る

こ
と
か
ら
仏
性
を
見
る
知
恵
（
知
見
）
認
識
論
で
あ
る
。
馬
祖
は
「
法
性
三
昧
中
在
衆
生
」
で
、
仏
心
本
性
か
ら
見
聞
覚
知
が
作
用
し
て

そ
こ
に
仏
性
が
見
え
る
行
為
作
用
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
は
「
一
切
万
法
尽
在
自
身
心
中
」
で
、〈
心
中

に
在
る
〉
仏
性
を
見
る
と
心
中
実
在
（
内
在
）
論
で
あ
る
。

神
会
（
知
恵
認
識
）
…
衆
生
の
身
中
に
仏
性
が
有
る
の
を
知
り
、
見
聞
覚
知
を
具
足
す
る

馬
祖
（
行
為
作
用
）
…
法
性
に
衆
生
と
見
聞
覚
知
が
在
っ
て
現
れ
出
る

壇
経
（
心
中
実
在
）
…
衆
生
の
心
中
に
一
切
万
法
と
真
如
本
性
が
在
る

敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
の
心
中
に
一
切
法
が
〈
在
る
〉
と
す
る
考
え
方
は
、
神
会
や
馬
祖
と
比
較
す
る
と
特
徴
的
で
、
神
会
は
、
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無
念
を
見
る
者
は
、
能
く
一
切
法
を
生
じ
。
無
念
を
見
る
者
は
、
即
ち
一
切
法
を
摂
す
。

見
無
念
者
、
能
生
一
切
法
。
見
無
念
者
、
即
摂
一
切
法
。

無
念
無
相
を
〈
見
〉
れ
ば
、
一
切
法
が
〈
生
ず
る
〉
と
い
い
、
馬
祖
は
、

一
切
法
皆
な
是
れ
心
法
、
一
切
名
皆
な
是
れ
心
名
。
万
法
皆
な
心
よ
り
生
ず
。
心
、
万
法
の
根
本
為
り
。

法
身
の
実
相
、
本
よ
り
具
足
し
、
一
切
万
法
、
心
よ
り
化
生
す
。（
中
略
）
一
切
の
心
性
、
不
生
不
滅
、
一
切
の
諸
法
、
本
よ
り
空
寂
。

一
切
法
皆
是
心
法
、
一
切
名
皆
是
心
名
。
万
法
皆
従
心
生
。
心
為
万
法
之
根
本
。

法
身
実
相
、
本
自
具
足
、
一
切
万
法
、
従
心
化
生
。（
中
略
）
一
切
心
性
不
生
不
滅
、
一
切
諸
法
本
自
空
寂
。

〈
空
寂
〉
で
あ
る
実
相
の
法
身
仏
心
を
具
足
し
て
お
り
、
そ
の
仏
心
よ
り
一
切
万
法
が
〈
化
生
〉
す
る
い
う
。

つ
ま
り
神
会
と
馬
祖
は
、
法
を
〈
仮
有
・
化
生
〉
で
捉
え
る
。
く
わ
え
て
そ
の
仏
性
思
想
を
伝
統
的
な
「
仏
性
難
見
」
を
踏
襲
し
つ
つ
、

馬
祖
は
「
仏
性
仏
心
が
作
用
に
現
れ
る
」「
作
用
が
仏
作
仏
行
だ
」
と
、
作
用
を
媒
介
と
し
て
仏
性
が
現
れ
見
え
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。

「
今
の
見
聞
覚
知
は
、
元
よ
り
是
れ
汝
が
本
性
、
亦
た
本
心
と
名
づ
く
（
今
見
聞
覚
知
、
元
是
汝
本
性
、
亦
名
本
心
）」
と
、
見
聞
覚
知
と

い
う
は
た
ら
き
は
始
め
か
ら
仏
性
・
空
で
あ
り
、
清
浄
心
か
ら
発
露
さ
れ
る
「
妙
用
」
で
あ
る
と
。

繰
り
返
せ
ば
、
神
会
と
馬
祖
は
仏
性
自
体
が
見
え
る
（
現
れ
る
）
と
は
せ
ず
、
仏
性
を
実
在
と
し
て
把
握
で
き
る
と
は
し
な
い
。
こ
れ

に
対
し
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
は
衆
生
の
心
中
＝
自
性
に
一
切
万
法
と
仏
性
が
〈
在
る
〉
と
、
実
在
で
捉
え
て
い
る
点
が
大
き
く
異
な

る
。た

だ
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
馬
祖
の
思
想
も
、
の
ち
に
は
実
在
的
、
硬
直
し
た
テ
ー
ゼ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
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さ
ら
に
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
が
「
心
に
万
法
が
在
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
批
判
す
る
論
義
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
一

つ
が
こ
の
心
本
有
無
問
答
で
あ
り
、
鵝
湖
は
実
在
や
有
無
迷
悟
を
止
揚
し
、
固
定
的
決
定
論
的
思
考
を
否
定
す
る
〈
不
定
〉
の
空
を
提
示

し
た
。

一
〇　

道
の
定
義
問
答

最
後
の
問
答
、
道
の
定
義
問
答
の
場
面
設
定
は
次
の
よ
う
だ
。
徳
宗
の
降
誕
日
の
法
会
中
、「
道
」
に
つ
い
て
讃
談
が
は
じ
ま
り
、
紛

糾
し
て
結
論
を
比
定
で
き
な
い
で
い
た
。
そ
こ
に
鵝
湖
が
登
場
す
る
。

時
に
会
中
、
道
を
讃
ず
る
有
り
て
云
云
、
以
て
比
す
る
無
し
。
大
師
曰
く
、
行
止
偃
息
、
畢
竟
、
何
を
以
っ
て
道
と
為
す
や
。

対
え
て
曰
く
、
知
是
れ
道
。
大
師
云
く
、
経
に
云
く
、
不
識
・
識
を
以
っ
て
す
べ
か
ら
ず
、
不
知
・
知
を
以
っ
て
す
べ
か
ら
ず
と
。

安
ん
ぞ
知
を
得
ん
や
。

復
た
曰
く
、
無
分
別
是
れ
道
。
大
師
曰
く
、
経
に
云
く
、
善
く
能
く
諸
法
相
を
分
別
す
れ
ど
も
、
第
一
義
に
於
い
て
而
も
不
動
な
り

と
。
安
ん
ぞ
無
分
別
を
得
ん
や
。

復
た
曰
く
、
四
禅
八
定
是
れ
道
。
大
師
曰
く
、（
経
に
云
く
、）
仏
身
無
為
、
諸
衆
に
堕
せ
ず
と
。
安
ん
ぞ
四
禅
八
定
に
在
ら
ん
や
。

問
者
辞
窮
し
、
衆
皆
な
愕
眙
す
。

時
会
中
、
有
讃
道
云
云
無
以
比
。
大
師
曰
、
行
止
偃
息
、
畢
竟
以
何
為
道
。

対
曰
、
知
者
是
道
。
大
師
云
、
経
云
、
不
可
以
不
識
識
、
不
可
以
不
知
知
。
安
得
知
者
乎
。

復
曰
、
無
分
別
是
道
。
大
師
曰
、
経
云
、
善
能
分
別
諸
法
相
、
於
第
一
義
而
不
動
。
安
得
無
分
別
者
乎
。
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復
曰
、
四
禅
八
定
是
道
。
大
師
曰
、（
経
云
、）
仏
身
無
為
、
不
堕
諸
衆
。
安
在
四
禅
八
定
者
乎
。

問
者
辞
窮
、
衆
皆
愕
眙
。

鵝
湖
が
「
身
心
活
動
（
行
止
偃
息
）
の
中
で
、
結
局
、
何
を
道
と
す
る
の
か
」
と
尋
ね
る
。
す
る
と
あ
る
者
が
「
知
が
道
だ
」
と
答
え
る
。

対
し
て
鵝
湖
は
「『
維
摩
経
』
に
は
、
不
識
と
識
、
不
知
と
知
と
も
に
用
い
る
べ
き
で
な
い
と
あ
る
の
に
、
な
ぜ
知
が
道
だ
と
比
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
反
論
し
た
。

こ
の
質
問
は
、
宗
密
に
よ
っ
て
「
知
之
一
字
、
衆
妙
之
門
」
と
言
わ
れ
た
神
会
の
知
恵
・
知
見
議
論
を
連
想
さ
せ
、
鵝
湖
は
『
維
摩
経
』

に
あ
る
「
智
を
以
っ
て
知
る
べ
か
ら
ず
、
識
を
以
っ
て
識
る
べ
か
ら
ず
（
不
可
以
智
知
、
不
可
以
識
識
）」
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
、
知

見
（
見
聞
覚
知
）
や
知
恵
に
固
執
す
る
の
を
批
判
し
た
。
こ
れ
は
兄
弟
弟
子
の
南
泉
普
願
（
七
四
八
～
八
三
四
）
が
「
道
、
知
不
知
に
属

せ
ず
。
知
は
是
れ
妄
覚
、
不
知
は
是
れ
無
記
（
道
不
属
知
不
知
。
知
是
妄
覚
、
不
知
是
無
記
）」
と
言
う
の
と
通
底
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
別
の
者
が
「
無
分
別
が
道
だ
」
と
こ
れ
ま
た
神
会
を
連
想
さ
せ
る
無
分
別
知
を
道
と
し
て
答
え
る
。
す
る
と
鵝
湖
は
「『
維
摩
経
』

に
は
、
現
象
相
を
分
別
理
解
す
る
こ
と
に
熟
達
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
第
一
義
の
空
無
相
を
離
れ
な
い
と
あ
る
の
に
、
な
ぜ
無
分
別
だ
け
が

道
だ
と
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
反
論
し
た
。

さ
ら
に
別
の
者
が
「
四
禅
八
定
が
道
だ
」
と
禅
定
・
止
観
論
を
も
っ
て
答
え
た
。
鵝
湖
は
「（
維
摩
経
』
に
は
、）
法
身
は
絶
対
不
変
で
、

法
数
で
分
類
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
あ
る
の
に
、
な
ぜ
四
禅
八
定
の
境
地
に
定
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
反
論
し
た
。
問
話

者
た
ち
は
言
葉
に
窮
し
て
し
ま
い
、
会
衆
も
み
な
驚
い
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
鵝
湖
は
「
知
、
無
分
別
」
と
い
っ
た
神
会
的
な
概
念
や
、「
四
禅
八
定
」
と
い
っ
た
教
学
的
な
止
観
は
道
で
は
な
い
と

論
ず
る
。
で
は
何
が
道
な
の
か
。
鵝
湖
碑
銘
で
は
、
こ
の
問
答
と
全
体
の
総
括
と
し
て
、
以
下
「
大
師
之
旨
蓋
以
」
と
し
て
解
釈
が
さ
れ

て
い
く
。
た
だ
こ
の
部
分
は
意
味
が
取
り
づ
ら
く
、
訓
点
を
懐
疑
し
て
い
る
の
で
、
諸
賢
の
批
正
を
望
む
。

（58） 
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大
師
の
旨
、
蓋
し
以お

も
えら

く
、
一
切
法
是
れ
一
切
法
は
、
非
な
り
。
無
性
無
象
に
於
い
て
、
得
有
り
喪
有
れ
ば
、
一
切
亦
た
非
な
り
。

有
形
有
紀
に
於
い
て
、
取
無
く
捨
無
く
ば
、
一
切
亦
た
非
な
り
。

夫
れ
然
ら
ば
、
豈
に
一
方
が
定
趣
を
以
て
、
決
し
て
道
と
為
す
べ
け
ん
や
。
故
に
大
師
、
不
定
の
弁
を
以
て
、
必
定
の
執
を
遣
り
、

一
定
の
説
を
袪さ

り
て
、
無
方
の
道
に
趣
か
し
む
。

大
師
之
旨
蓋
以
、
一
切
法
是
一
切
法
非
。
於
無
性
無
象
、
而
有
得
有
喪
、
一
切
亦
非
。
於
有
形
有
紀
、
而
無
取
無
捨
、
一
切
亦
非
。

夫
然
、
豈
可
以
一
方
定
趣
決
為
道
耶
。
故
大
師
以
不
定
之
弁
、
遣
必
定
之
執
、
袪
一
定
之
説
、
趣
無
方
之
道
。

「
一
切
法
是
一
切
法
非
」
は
、
さ
き
に
心
の
有
無
問
答
で
取
り
上
げ
た
、
神
会
『
雑
徴
義
』
の
志
徳
法
師
と
の
問
答
に
「
一
切
法
是
れ
一

切
法
と
知
れ
ば
、
頓
悟
為
り
（
知
一
切
法
是
一
切
法
、
為
頓
悟
）」
と
あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
「
一
切
の
現
象
存
在
は
す
な
わ
ち
一
切
の

現
象
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
実
在
論
は
正
し
く
な
い
」
と
い
う
意
味
に
と
っ
た
。

次
の
句
は
推
論
形
式
で
「
性
や
象
（
相
）
が
無
く
て
、得
失
が
有
る
場
合
に
は
、〈
一
切
の
〉
と
い
う
の
は
正
し
く
な
く
」「
形
や
紀
（
記

か
？
）
が
有
っ
て
、
取
捨
が
無
い
場
合
に
も
、〈
一
切
の
〉
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ど
う

し
て
一
定
の
方
法
だ
け
を
、
道
だ
と
決
定
す
べ
き
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
す
る
。「
そ
の
故
に
、
鵝
湖
大
師
は
、〈
不
定
〉
と
い
う
非
固
定
の

弁
説
で
も
っ
て
、〈
必
定
〉
と
い
う
必
然
や
断
定
へ
の
執
着
を
排
除
し
、〈
一
定
〉
と
い
う
定
常
不
変
の
主
張
も
退
け
て
、〈
無
方
〉
と
い

う
可
変
的
な
道
へ
と
赴
か
せ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
、
鵝
湖
の
思
想
を
総
括
す
る
。

つ
ま
り
鵝
湖
は
、「
道
」
と
い
う
の
は
「
決
定
論
、
必
ず
こ
う
だ
＝
〈
必
定
〉」「
固
定
的
、
変
わ
ら
な
い
＝
〈
一
定
〉」
に
執
着
し
て
は

い
け
な
い
、
変
化
し
規
定
で
き
な
い
の
が
道
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
一
切
法
＝
事
象
」
を
ひ
と
く
く
り
に
す
る
も
の
「
規
定
化
」
と

し
て
否
定
し
、
現
実
の
抽
象
化
理
論
化
を
否
定
す
る
。
こ
れ
は
前
の
「
八　

心
本
有
無
問
答
」
で
取
り
上
げ
た
、
一
切
万
法
論
争
の
否
定

で
も
あ
り
、
具
体
的
日
常
世
界
（
事
法
界
）
へ
と
向
か
う
「
馬
祖
以
後
」
へ
の
き
ざ
し
で
あ
ろ
う
。

（61） 
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一
一　

鵝
湖
、
唐
代
、
現
代

以
上
、『
鵝
湖
碑
銘
』
の
訓
釈
を
通
し
て
、鵝
湖
の
思
想
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、初
期
禅
の
神
会
か
ら
馬
祖
そ
し
て
鵝
湖
と
敦
煌
本
『
六

祖
壇
経
』
へ
の
仏
性
観
の
変
容
を
論
じ
、
ま
た
神
会
を
代
表
と
し
た
初
期
禅
と
馬
祖
禅
と
の
相
違
に
つ
い
て
も
述
べ
て
き
た
。

ま
ず
鵝
湖
の
思
想
の
要
点
を
提
示
す
る
と
、
鵝
湖
が
依
拠
す
る
の
は
『
維
摩
経
』、
空
観
、
如
来
蔵
仏
性
思
想
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、

一
、
仏
性
は
難
見
だ
が
、
仏
性
の
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
見
性
成
仏
道
で
あ
る
。

二
、
衆
生
の
行
為
や
言
語
は
仏
性
の
応
現
で
あ
る
。

三
、
有
無
迷
悟
と
い
っ
た
二
項
定
立
と
〈
必
然
、
不
変
〉
を
否
定
し
、〈
不
定
無
方
〉
を
主
張
す
る
。

四
、
抽
象
や
概
念
を
後
景
に
し
て
具
体
や
対
機
を
話
題
に
し
て
い
く
。

と
い
う
四
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

鵝
湖
は
中
観
派
の
よ
う
な
否
定
の
論
理
を
用
い
、〈
無
方
〉
と
〈
不
定
〉
と
い
う
視
点
か
ら
、
断
定
、
固
定
、
定
常
な
発
想
を
止
揚
し
、

空
無
常
へ
と
導
く
手
法
を
と
り
、三
論
宗
の
「
無
得
正
観
」
に
近
似
す
る
。
そ
し
て
抽
象
的
な
論
義
に
入
り
込
む
こ
と
を
回
避
す
る
の
は
、

禅
宗
が
日
常
や
眼
前
の
は
た
ら
き
を
議
論
す
る
と
い
う
馬
祖
禅
＝
洪
州
宗
の
方
向
を
導
出
し
て
い
く
。

つ
ま
り
分
類
や
概
念
を
「
止
ま
っ
て
い
る
も
の
」「
抽
象
的
な
も
の
」
と
し
て
し
り
ぞ
け
、
日
常
や
時
間
の
な
か
で
「
動
く
こ
と
」「
具

体
化
し
て
現
れ
る
」
生
身
を
対
象
と
し
た
視
点
で
あ
る
。

さ
て
初
期
禅
か
ら
馬
祖
禅
へ
の
継
承
と
変
質
と
い
う
思
想
史
を
考
察
す
る
と
、
神
会
は
「
仏
性
難
見
」
を
前
提
に
、
仏
性
を
〈
知
る
〉

か
ら
の
類
推
で
〈
見
る
〉
と
し
、〈
知
る
〉
恵
と
空
無
所
得
の
定
と
が
、
定
慧
等
し
い
の
が
見
性
だ
、
と
い
う
論
理
を
展
開
す
る
。
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馬
祖
も
仏
性
難
見
を
前
提
に
す
る
が
、
空
無
相
の
仏
心
（
仏
性
）
が
一
切
を
包
摂
す
る
と
い
い
、
我
々
衆
生
も
〈
法
性
三
昧
＝
空
〉
の

中
に
在
る
の
で
あ
り
、
難
見
な
仏
性
が
作
用
と
し
て
現
象
し
た
の
が
見
聞
覚
知
だ
と
す
る
。
つ
ま
り
仏
性
は
現
象
の
背
景
と
し
て
衆
生
を

も
包
摂
し
て
い
る
が
、
空
無
相
で
見
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
は
た
ら
き
と
し
て
現
れ
る
。
こ
れ
は
仏
性
か
ら
衆
生
へ
の
は
た
ら
き
で
あ
り

（
空
が
色
に
現
れ
は
た
ら
く
）、
そ
れ
が
「
作
用
即
性
」
説
で
あ
る
。
入
矢
義
高
が
か
つ
て
「
馬
祖
禅
の
核
心
は
何
で
あ
っ
た
か
」
と
問
う

た
が
、
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
教
理
的
に
は
仏
性
観
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
で
あ
っ
た
。

馬
祖
以
前
に
は
、
東
山
法
門
や
北
宗
が
、
六
根
六
境
見
聞
覚
知
の
染
汚
を
「
歴
縁
対
境
の
修
」「
一
切
処
解
脱
」
に
よ
っ
て
論
じ
、
神

会
は
仏
性
の
有
無
や
見
不
見
そ
し
て
定
恵
・
静
動
の
競
合
関
係
を
問
題
に
し
た
。
そ
れ
ら
を
馬
祖
は
、
仏
性
は
空
で
見
え
な
い
が
、
我
々

は
す
で
に
仏
性
三
昧
の
中
（
定
中
）
に
在
る
と
い
い
、
見
聞
覚
知
は
仏
性
の
作
用
だ
と
言
う
よ
う
に
、
仏
性
の
有
無
や
定
恵
の
関
係
そ
し

て
見
聞
覚
知
と
い
っ
た
問
題
群
を
乗
り
越
え
て
い
く
。
一
方
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
は
、
衆
生
の
心
中
に
一
切
万
法
が
在
り
、
仏
性
も

ま
た
心
中
に
在
る
と
い
う
よ
う
に
、
含
蔵
識
と
し
て
の
衆
生
の
心
を
設
置
し
、
そ
の
心
中
の
仏
性
を
見
る
と
し
、「
仏
性
―
人
」
関
係
の

逆
転
、
因
位
と
果
位
の
逆
転
を
起
こ
す
。

す
な
わ
ち
初
期
禅
の
衆
生
と
仏
性
の
関
係
は
、
衆
生
が
心
身
の
煩
悩
染
汚
妄
想
を
修
行
し
、
阿
頼
耶
識
を
打
破
し
て
、
仏
性
を
見
出
す

と
い
う
基
本
概
念
で
あ
っ
た
の
が
、
馬
祖

≒

洪
州
宗
に
お
い
て
我
々
は
既
に
仏
性
定
中
（
空
無
相
）
に
あ
る
と
転
換
さ
れ
、「
即
心
是
仏
」

「
因
み
に
一
日
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。
馬
師
云
く
、
即
ち
汝
が
心
、
是
れ
な
り
」
と
云
う
よ
う
に
、
作
用
し
て
い
る
衆
生
心
と
本

質
で
あ
る
空
・
仏
心
と
が
〈
即
是
〉
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
と
い
う
関
係
に
な
る
。
そ
れ
が
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
に
到
っ
て
、
衆
生
の
心

中
に
仏
性
が
〈
在
る
〉
と
い
い
、
仏
性
よ
り
も
衆
生
の
心
に
焦
点
が
置
か
れ
、
作
用
で
は
な
く
存
在
と
し
て
衆
生
心
を
肯
定
し
、
自
分
の

心
を
実
在
と
理
解
し
て
「
自
性
」
を
「
頓
悟
頓
修
」
す
る
内
在
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
れ
ら
が
後
世
の
禅
思
想
の
論
点
と
な
っ
て
い
く
。

南
陽
慧
忠
な
ど
の
『
六
祖
壇
経
』
に
対
す
る
論
難
や
、
馬
祖
門
下
に
お
け
る
「
非
心
非
仏
」
論
議
な
ど
は
、
こ
の
仏
性
内
在
・
自
性
頓

修
（
頓
悟
頓
修
）・
心
常
相
滅
へ
の
拒
否
反
応
、「
即
心
是
仏
」
を
「
我
々
衆
生
そ
の
ま
ま
の
心
（
妄
心
）
が
仏
だ
」
と
い
う
理
解
へ
の
ア
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ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、鵝
湖
も
心
を
実
在
や
虚
無
と
解
釈
す
る
の
を
否
定
し
「
無
方
」「
不
定
」
を
説
い
た
。
そ
し
て
九
世
紀
以
降
の
『
首

楞
厳
経
』
や
『
円
覚
経
』
に
よ
る
頓
悟
漸
修
説
の
流
行
も
、
同
じ
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

省
み
る
に
、
現
代
の
我
々
も
い
ま
だ
同
じ
問
題
、
つ
ま
り
素
朴
な
実
在
や
虚
無
と
い
う
内
在
論
や
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
現
代
的
な
表
現
へ
の
変
換
は
必
要
だ
が
、
こ
の
「
馬
祖
禅
」
と
い
う
薬
は
現
代
人
に
も
効
果
が
あ
ろ
う
。

〈
註
〉

（　

）�

そ
も
そ
も
西
洋
近
代
思
想
に
基
づ
く
理
性
や
心
身
二
元
論

に
対
し
て
は
、
西
洋
思
想
自
身
に
批
判
的
反
省
が
あ
り
、

た
と
え
ば
著
名
な
ア
ン
ト
ニ
オ
・
Ｒ
・
ダ
マ
シ
オ
に
は
「
デ

カ
ル
ト
の
誤
り
」
と
い
う
直
截
な
題
名
の
著
書
が
あ
る
。

ま
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
リ
ー
ド
に
よ
っ
て
「
デ
カ
ル
ト

的
な
物
質
機
械
の
身
体
の
向
こ
う
を
は
る「
生
き
た
身
体
」

の
不
思
議
（
魂
の
存
在
）」
を
科
学
し
た
西
洋
思
想
の
系

譜
が
あ
っ
た
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
お

い
て
も
、
一
九
七
〇
年
代
以
来
、
市
川
浩
（
一
九
三
一
～

二
〇
〇
二
）
や
湯
浅
泰
雄
（
一
九
二
五
～
二
〇
〇
五
）
な

ど
に
よ
っ
て
、
東
洋
的
文
脈
に
よ
る
身
体
論
・
身
心
論
・

感
性
論
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
禅
思
想
も
西
洋
近
代
思
想

を
応
用
し
た
解
釈
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
展
開

が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
Ｒ
・
ダ
マ
シ
オ
『
デ
カ

ル
ト
の
誤
り　

情
動
、
理
性
、
人
間
の
脳
』
ち
く
ま
学
芸

文
庫
、
二
〇
一
〇
年
（
原
著 D

am
asio, A

. R. D
escartes’ 

E
rror: E

m
otion, R

eason, and the H
um

an B
rain. 

Putnam
 Publishing, 1994.

）。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
リ

ー
ド
『
魂
か
ら
心
へ　

心
理
学
の
誕
生
』
講
談
社
学
術
文

庫
、
二
〇
二
〇
年
、
学
術
文
庫
版
へ
の
訳
者
あ
と
が
き

三
五
二
頁
（
原
著 Edw

ard S. Reed. From
 Soul to 

M
ind. Y

ale U
niversity Press, 1997.

）。
市
川
浩
『
精

神
と
し
て
の
身
体
』
勁
草
書
房
、一
九
七
五
年
。
同
『〈
身
〉

の
構
造
』
青
土
社
、
一
九
八
五
年
。
湯
浅
泰
雄
『
身
体　

東
洋
的
身
心
論
の
試
み
』創
文
社
、一
九
七
七
年
。
同『
気
・

修
行
・
身
体
』
平
川
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

（　

）�

胡
適
が
一
九
三
二
年
一
二
月
一
日
武
漢
大
学
で
行
っ
た
演

説
「
中
国
歴
史
的
一
個
看
法
」
第
三
幕
老
英
雄
死
里
逃
生

に
よ
る
。『
胡
適
文
集
』
一
二
、
北
京
大
学
出
版
社
、

一
九
九
八
年
等
に
所
収
。

（　

）�
賈
晋
華
『
古
典
禅
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
、

二
〇
頁
。
中
島
志
郎「
傅
大
士
と
菩
薩
戒
思
想
」『
印
仏
研
』

（62） 

1
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六
三
―
二
、二
〇
一
五
年
。同「
随
自
意
三
昧
と
一
行
三
昧
」

『
禅
学
研
究
』
九
五
、二
〇
一
七
年
。
同
「「
随
自
意
三
昧
」

研
究
ノ
ー
ト
」『
禅
学
研
究
』九
七
、二
〇
一
九
年
。
同「『
大

乗
無
生
方
便
門
』
の
禅
定
論
」『
禅
学
研
究
』
九
九
号
、

二
〇
二
一
年
。
同
「
一
切
処
解
脱
―
『
大
乗
無
生
方
便
門
』

と
対
境
止
観
―
」『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』

三
五
、二
〇
二
一
年
。

（　

）�

柳
田
聖
山
「
馬
祖
禅
の
諸
問
題
」『
印
仏
研
』
一
七
―
一
、

一
九
六
八
年
、
三
三
頁
。
の
ち
『
禅
仏
教
の
研
究
』
柳
田

聖
山
集
一
、
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
。

（　

）�

入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の
語
録
』
禅
文
化
研
究
所
、

一
九
八
四
年
、
序
。

（　

）�

小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、

四
二
頁
。

（　

）�

拙
著
「
馬
祖
門
派
と
南
宗
禅
の
関
係
―
鵝
湖
大
義
の
史
的

意
義
―
」『
禅
学
研
究
』
九
七
、二
〇
一
九
年
。『
鵝
湖
碑
銘
』

に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
「
袁
州
楊
岐
山
を
め
ぐ
る
南
宗
禅

の
動
向
」『
印
仏
研
』
三
八
―
二
、一
九
九
〇
年
と
、
賈
晋
華

『
古
典
禅
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
に
訓
読
が
あ
る
。

（　

）�

韋
処
厚
『
興
福
寺
内
道
場
供
奉
大
徳
大
義
禅
師
碑
銘
』『
全

唐
文
』
巻
七
一
五
。

（　

）�『
維
摩
経
』
は
『
伝
心
法
要
』『
絶
観
論
』『
頓
悟
要
門
』

な
ど
で
も
多
く
引
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
鵝

湖
碑
銘
』も
唐
代
禅
思
想
に
組
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
維

摩
経
』
と
唐
代
禅
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
龔
雋
著
・
余

新
星
訳
「
中
国
初
期
禅
門
に
お
け
る
『
維
摩
経
』」『
国
際

禅
研
究
』
五
、二
〇
二
〇
年
八
月
が
あ
る
。

（　

）�「
儲
闈
」
は
皇
太
子
の
居
所
、居
宮
。「
問
安
之
余
」
の
「
問

安
」
は
安
否
を
尋
ね
る
。「
棲
神
道
域
」
は
「
棲
神
之
域
」

に
同
じ
で
、
魂
魄
を
落
ち
着
か
せ
る
処
。
仏
教
や
道
教
に

関
心
を
抱
く
の
を
言
う
。「
必
見
水
中
月
」
の
「
必
」
は

必
然
（
か
な
ら
ず
）
と
仮
定
（
も
し
）
の
両
義
を
含
む
と

考
え
て
訳
し
た
。

（　

）�

こ
の
仏
性
思
想
は
、後
世
の
日
本
で
見
ら
れ
る
よ
う
な「
一

切
衆
生
、
悉
皆
成
仏
」
つ
ま
り
「
悉
く
皆
な
仏
な
り
＝
み

な
仏
で
あ
る
」
と
い
う
因
果
即
時
（
修
証
一
等
）
で
は
な

く
、あ
く
ま
で
「
性
を
見
て
」
そ
の
上
で
「
仏
道
を
成
ず
」

と
、
階
位
を
登
る
修
証
別
時
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

（　

）�『
大
智
度
論
』
巻
三
、
大
正
蔵
二
五
、一
〇
二
頁
中
。

（　

）�『
金
光
明
経
』
巻
二
、
大
正
蔵
一
六
、三
四
四
頁
中
。

（　

）�

馬
祖
と
大
珠
の
引
用
は
、
馬
祖
「
在
纏
名
如
来
蔵
、
出
纏

名
浄
法
身
。（
中
略
）
応
物
現
形
、如
水
中
月
、滔
々
運
用
、

不
立
根
栽
」
注
（
２
）『
馬
祖
の
語
録
』、
四
一
頁
。『
景

徳
伝
灯
録
』
巻
二
八
、
諸
方
広
説
の
馬
祖
示
衆
。
大
正
蔵

五
一
、四
四
〇
頁
中
。
ま
た
月
と
水
の
譬
え
と
し
て
、「
挙

一
千
従
、
理
事
無
別
、
尽
是
妙
用
。
更
無
別
理
。
皆
由
心

456789
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之
回
転
。
譬
如
月
影
有
若
干
、
真
月
無
若
干
、
諸
源
水
有

若
干
、
水
性
無
若
干
」
と
あ
る
。
同
『
馬
祖
の
語
録
』、

三
六
頁
。
大
珠
は
「
法
身
無
象
、
応
翠
竹
以
成
形
。
般
若

無
知
、対
黄
華
而
顕
相
。
非
彼
黄
華
翠
竹
而
有
般
若
法
身
。

故
経
云
、
仏
真
法
身
猶
若
虚
空
、
応
現
形
如
水
中
月
」
平

野
宗
浄
『
頓
悟
要
門
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、

一
五
五
頁
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
八
、
諸
方
広
説
の
大

珠
上
堂
。
大
正
蔵
五
一
、四
四
一
頁
中
。
ち
な
み
に
後
世

の
禅
宗
で
も
、
こ
の
『
金
光
明
経
』
の
句
は
引
用
さ
れ
て

お
り
、
法
身
・
仏
性
の
応
現
の
経
証
と
さ
れ
る
。

（　

）�『
鵝
湖
碑
銘
』「
復
問
、
何
者
是
仏
性
。
答
曰
、
不
離
殿
下

所
問
」
の
「
不
離
」
を
「
即
」
と
同
義
と
見
做
し
た
の
は
、

『
不
増
不
減
経
』
に
「
不
離
衆
生
界
有
法
身
、
不
離
法
身

有
衆
生
界
。
衆
生
界
即
法
身
、
法
身
即
衆
生
界
」（
大
正

蔵
一
六
、四
六
七
頁
中
）
と
あ
る
の
に
基
づ
い
た
。

（　

）�『
承
襲
図
』、
鎌
田
茂
雄
『
禅
源
諸
詮
集
都
序　

禅
の
語
録

９
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
三
〇
七
頁
。

（　

）�

同
右
、三
二
六
頁
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
八
、慧
忠
語
録
、

大
正
蔵
五
一
、四
三
七
頁
下
。

（　

）�

小
川
隆
「
唐
代
禅
宗
の
思
想
―
石
頭
系
の
禅
―
」『
東
洋

文
化
』
八
三
、二
〇
〇
三
年
。
同
『
語
録
の
思
想
史
―
中

国
禅
の
研
究
』
岩
波
書
店
、二
〇
一
一
年
。
土
屋
太
祐
「
玄

沙
対
“
昭
昭
霊
霊
”
的
批
判
再
考
」『
宗
教
学
研
究
』

二
〇
〇
六
年
第
二
期
。
同
「
玄
沙
師
備
の
昭
昭
霊
霊
批
判

再
考
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
五
四
、二
〇
〇
八
年
。

同
「
百
丈
懐
海
の
「
三
句
」
の
思
想
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』

五
七
―
一
、二
〇
〇
八
年
。

（　

）�

注
（
２
）『
馬
祖
の
語
録
』、
一
七
頁
。
ち
な
み
に
先
学
は
、

こ
の
文
に
あ
る
「
信
」
を
近
代
的・キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
信

仰
」
の
意
味
に
理
解
し
て
い
る
が
、
古
訓
に
あ
る
「
ま
か

す
（
信
任
）」「
た
よ
る
（
信
頼
）」
の
意
味
で
あ
る
。
も
し

く
は
「
信
忍
（
認
識
、確
認
、承
認
）」
や
「
浄
信
（
浄
化
、

清
澄
、安
静
）」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
信
」
を
「
信

仰
」と
解
釈
す
る
の
は
、た
と
え
ば
賈
晋
華『
古
典
禅
研
究
』

汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
二
二
三
～
二
二
七
頁
。

（　

）�

注
（
２
）『
馬
祖
の
語
録
』、
一
九
一
頁
。

（　

）�

同
右
、一
九
七
頁
。
た
だ
し
第
四
句
「
因
色
故
有
」
は
、『
馬

祖
の
語
録
』
で
は
『
宗
鏡
録
』
巻
一
に
よ
っ
て
「
因
色
故

心
」（
大
正
蔵
四
八
、四
一
八
頁
下
）
と
校
訂
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
そ
れ
を
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
六
（
大
正
蔵

五
一
、二
四
六
頁
上
）
と
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
一
四
（
大

正
蔵
四
六
、六
〇
八
頁
下
）
に
よ
っ
て
改
訂
し
た
。

（　

）�

同
右
、
一
九
八
頁
。

（　

）�
同
右
、
一
九
八
頁
。

（　

）�
同
右
、
四
一
頁
。

（　

）�
同
右
、
一
九
頁
。
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（　

）�

同
右
、
二
四
頁
。

（　

）�
同
右
、
三
七
頁
。

（　

）�
布
施
洪
岳
『
涅
槃
宗
の
研
究　

前
篇
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
三
年
、
お
よ
び
菅
野
博
史
『
南
北
朝
・
隋
代
の
中

国
仏
教
思
想
研
究
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
第
三
部

　

涅
槃
経
疏
の
研
究
、
参
照
。

（　

）�

柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
法
蔵
館
、

一
九
六
七
年
、
一
六
六
～
一
六
七
頁
。
平
井
俊
栄
「
神
会

語
録
と
本
有
今
無
偈
論
（
一
）（
二
）」『
三
蔵
』

一
六
一
、一
六
二
、一
九
七
八
年
。

（　

）�

楊
曽
文
編
校
『
神
会
和
尚
禅
話
録
』
中
華
書
局
、

一
九
九
六
年
、
二
六
頁
。

（　

）�

同
右
、
二
五
頁
。

（　

）�

注
（
16
）『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』、
九
五
頁
、
一
四
一
頁
。

（　

）�

唐
代
語
録
研
究
班
『
神
会
の
語
録　

壇
語
』
禅
文
化
研
究

所
、
一
四
段
、
七
三
頁
。
た
だ
し
一
部
校
訂
を
変
更
し
た
。

（　

）�

同
右
。

（　

）�

同
右
、
八
四
頁
。

（　

）�

同
右
。

（　

）�

同
右
。

（　

）�

同
右
、
一
一
〇
頁
。
ち
な
み
に
こ
の
句
は
、『
涅
槃
経
』

に
「
復
有
比
丘
広
説
如
来
蔵
経
言
、一
切
衆
生
皆
有
仏
性
、

在
於
身
中
、
無
量
煩
悩
、
悉
除
滅
已
、
仏
便
明
顕
。
除
一

闡
提
」（
大
正
蔵
一
二
、八
八
一
頁
中
）
や
、「
其
解
脱
者
、

即
是
如
来
、
甚
深
難
見
。
如
諸
衆
生
、
各
各
自
身
、
有
如

来
性
、
微
密
難
見
」（
大
正
蔵
一
二
、八
七
四
頁
上
）
と
言

う
よ
う
に
、
衆
生
の
身
中
に
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
あ
る

が
、
煩
悩
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
微
密
で
見
難
い
と
い
う
説

に
基
づ
く
だ
ろ
う
。

（　

）�

同
右
。
神
会
が
し
ば
し
ば
用
い
る
「
言
定
者
、体
不
可
得
。

所
言
慧
者
、
能
見
不
可
得
体
」
は
、
ま
さ
に
「
自
身
中
有

仏
性
、
未
能
了
々
見
」
へ
の
解
答
で
あ
る
。

（　

）�

同
右
。

（　

）�

大
正
蔵
四
四
、二
〇
三
頁
中
。

（　

）�

注
（
６
）
中
島
「『
大
乗
無
生
方
便
門
』
の
禅
定
論
」。
同

「
一
切
処
解
脱
―
『
大
乗
無
生
方
便
門
』
と
対
境
止
観
―
」。

（　

）�「
迷
性
」
を
「
仏
性
の
実
相
を
理
解
で
き
な
い
」
と
定
義

し
た
が
、
そ
れ
は
以
下
の
論
に
依
拠
し
て
い
る
。
宗
密
が

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上
之
二
で
、
密
意
依
性
説
相
教

を
解
説
し
て
、「
仏
は
三
界
六
道
は
悉
く
是
れ
真
性
の
相

な
り
と
見
る
。
但
是あ
ら
ゆる
衆
生
は
性
に
迷
う
て
起
り
、
別
の

自
体
無
し
。
故
に
依
性
と
云
う
（
仏
見
三
界
六
道
悉
是
真

性
之
相
。
但
是
衆
生
迷
性
而
起
、無
別
自
体
。
故
云
依
性
）」

（
大
正
蔵
四
八
、四
〇
三
頁
上
）
と
い
い
、
鎌
田
茂
雄
が
こ

れ
を
「
宗
密
の
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、
依
性
と
は
迷
い
の

世
界
が
真
性
に
依
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衆
生
は
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そ
れ
を
知
ら
な
い
の
で
、
あ
え
て
依
性
と
い
う
」
と
説
明

し
て
い
る
の
に
よ
る
。
注
（
16
）『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』、

一
〇
八
頁
。

（　

）�『
維
摩
経
』
仏
国
品
、
大
正
蔵
一
四
、五
三
八
頁
下
。

（　

）�

田
中
良
昭
『
宝
林
伝
訳
注
』
内
山
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、

四
〇
〇
頁
。

（　

）�「
為
群
生
十
号
」
を
「
人
々
は
十
人
十
色
で
あ
る
」
と
解

釈
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
る
。

（　

）�

大
正
蔵
九
、四
六
六
頁
上
。

（　

）�

藤
井
教
公
「
中
国
隋
唐
仏
教
に
お
け
る
衆
生
観
―
天
台
・

三
論
を
中
心
に
―
」『
印
仏
研
』
五
一
―
二
、二
〇
〇
三
年
、

参
考
。

（　

）�

大
正
蔵
三
五
、五
一
二
頁
中
。

（　

）�

大
正
蔵
三
六
、六
一
頁
下
。
た
だ
し
『
華
厳
経
疏
』
で
「
但

一
念
不
生
、即
名
為
仏
」
と
あ
る
の
が
、『
華
厳
経
随
疏
抄
』

で
は
「
一
念
不
生
、
即
是
仏
」
と
な
っ
て
い
る
。

（　

）�

注（
２
）『
馬
祖
の
語
録
』、七
〇
頁
。
ま
た
鈴
木
哲
雄「「
非

心
非
仏
」
考
」『
印
仏
研
』
三
六
―
一
、一
九
八
七
年
、
参

照
。

（　

）�

石
井
修
道
「
南
陽
慧
忠
の
南
方
宗
旨
批
判
に
つ
い
て
」『
中

国
の
仏
教
と
文
化　

鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
』
大

蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
。『
鵝
湖
碑
銘
』
の
『
六
祖
壇
経
』

に
対
す
る
批
判
は
、「
習
徒
、
真
に
迷
い
、
橘
枳
、
体
を

変
じ
、
竟
に
檀
経
を
成
し
て
、
宗
の
優
劣
を
伝
う
。
詳さ
い
わい

な
ら
ん
か
（
習
徒
迷
真
、
橘
枳
変
体
、
竟
成
壇
経
、
伝
宗

優
劣
。
詳
矣
）」
と
、
宗
旨
に
優
劣
を
つ
け
て
他
派
を
排

斥
す
る
こ
と
は
良
く
な
い
こ
と
だ
と
あ
る
。

（　

）�『
六
祖
壇
経
集
成
』
二
一
頁
。

（　

）�

楊
曾
文
氏
は
「
馬
祖
の
禅
法
は
慧
能
以
来
の
「
識
心
見
性
、

自
成
仏
道
」
の
宗
旨
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
の
、
た
だ

独
自
の
明
瞭
な
特
徴
を
は
っ
き
り
と
具
有
し
て
（
馬
祖
的

禅
法
雖
沿
続
慧
能
以
来
的
“
識
心
見
性
，
自
成
仏
道
”
的

宗
旨
，
但
確
実
具
有
自
己
鮮
明
的
特
性
）」
お
り
、
そ
の

特
徴
は
「
個
々
の
人
が
自
心
是
れ
仏
で
、
自
分
を
離
れ
て

別
に
仏
は
無
い
と
信
じ
る
こ
と
（
毎
箇
人
応
相
信
自
心
是

仏
，
離
開
自
心
没
有
別
的
仏
）」
だ
と
述
べ
て
お
り
、
馬

祖
も
慧
能
（
＝
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』）
の
心
の
実
有
化

を
継
承
し
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。
楊
曾
文
『
唐
五
代

禅
宗
史
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、

三
〇
九
、三
一
〇
頁
。

（　

）�

注
（
30
）『
神
会
和
尚
禅
話
録
』、
七
四
頁
。

（　

）�

注
（
２
）『
馬
祖
の
語
録
』、
三
五
頁
、
一
四
三
頁
。

（　

）�

同
右
、
一
九
八
頁
。

（　

）�『
景
徳
伝
灯
録
』
一
〇
、
趙
州
章
、
大
正
蔵
五
一
、二
七
六

頁
下
。『
無
門
関
』
一
九
則
な
ど
で
は
「
道
不
属
知
、
不

属
不
知
。
知
是
妄
覚
、
不
知
是
無
記
」
と
す
る
。
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（　

）�

鵝
湖
大
義
の
「
不
可
以
不
識
識
、不
可
以
不
知
知
」
は
、「
不

識
を
以
っ
て
識
る
べ
か
ら
ず
、
不
知
を
以
っ
て
知
る
べ
か

ら
ず
」
と
読
む
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
が
、
こ
の
読
み

は
全
体
の
脈
絡
か
ら
採
用
し
な
か
っ
た
。

（　

）�

上
記
、
鵝
湖
大
義
の
三
つ
の
反
論
は
、
す
べ
て
『
維
摩
経
』

を
典
拠
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
現
行
の
『
維
摩
経
』
と
は

語
句
に
若
干
異
同
が
あ
る
。
見
阿
閦
仏
品「
不
可
以
智
知
、

不
可
以
識
識
」
大
正
蔵
一
四
、五
五
五
頁
上
。
仏
国
品
「
能

善
分
別
諸
法
相
、
於
第
一
義
而
不
動
」
大
正
蔵

一
四
、五
三
七
頁
下
。
弟
子
品
「
仏
身
無
為
、
不
堕
諸
数
」

大
正
蔵
一
四
、五
四
二
頁
上
。

（　

）�

注
（
30
）『
神
会
和
尚
禅
話
録
』、
八
〇
頁
。

（　

）�

馬
祖
禅
が
現
代
禅
思
想
の
底
流
と
さ
れ
る
そ
の
一
例
と
し

て
、
近
代
日
本
の
京
都
学
派
に
馬
祖
禅
の
地
下
水
脈
を
見

た
い
。
つ
ま
り
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
五
）

が
禅
の
影
響
を
受
け
、「
絶
対
無
」
＝
空
を
有
の
存
在
条

件
と
し
て
、「
絶
対
無
の
場
所
」
や
「
絶
対
無
の
自
覚
」

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
を
田
辺
元
（
一
八
八
五
～

一
九
六
二
）
が
、「
絶
対
無
」
は
あ
く
ま
で
も
無
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
有
を
「
自
己
の
媒
介
」
と
し
有
へ
の
否
定
作

用
と
し
て
の
み
定
立
す
る
の
で
あ
り
、「
絶
対
無
の
現
成
」

は
有
の
否
定
作
用
で
あ
る
無
を
も
否
定
す
る「
絶
対
否
定
」

の
「
懺
悔
」
作
用
、「
懺
悔
道
」
の
自
覚
と
し
て
な
さ
れ

る
と
内
省
す
る
。
一
方
、
久
松
真
一
（
一
八
八
九
～

一
九
八
〇
）
は
「
絶
対
無
」
を
「
主
体
的
無
」「
能
動
的
無
」

と
能
動
的
自
覚
へ
と
推
し
進
め
、や
が
て
「
無
相
の
自
己
」

と
い
う
無
が
自
己
と
し
て
は
た
ら
く
現
前
作
用
の
境
地
へ

と
到
達
し
た
。
さ
ら
に
西
谷
啓
治
（
一
九
〇
〇
～

一
九
九
〇
）
は
、
現
代
文
明
の
「
存
在
そ
の
も
の
に
ま
つ

わ
る
不
安
や
不
確
か
さ
」、
近
代
合
理
社
会
の
「
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
」
を
指
摘
し
、「
禅
で
い
わ
れ
る
〈
大
疑
〉」
に
よ
り

「
己
事
究
明
」
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
超
克
し
「
自
ら

の
〈
心
〉
の
落
着
く
べ
き
処
」、
人
間
相
互
の
信
頼
を
修

復
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
こ
れ
ら
に
馬
祖
禅
と
の
親
和

性
、
伏
流
水
の
湧
き
出
し
を
見
る
の
は
憶
説
す
ぎ
る
だ
ろ

う
か
。
西
田
幾
多
郎
「
場
所
」『
働
く
も
の
か
ら
見
る
も

の
へ
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
年
（『
西
田
幾
多
郎
全
集
』

巻
四
所
収
）。
同
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」

一
九
四
五
年
（『
同
全
集
』
巻
一
一
所
収
）。
田
辺
元
「
種

の
論
理
の
意
味
を
明
に
す
」
一
九
三
七
年
（『
田
辺
元
哲

学
選
１
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
所
収
）。
同
『
懺
悔

道
と
し
て
の
哲
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
六
年
。
久
松
真

一
『
東
洋
的
無
』
弘
文
堂
、
一
九
三
九
年
。
同
『
絶
対
主

体
道
』
弘
文
堂
、一
九
四
八
年
。
西
谷
啓
治
『
禅
の
立
場
』

創
文
社
、
一
九
八
六
年
。

（
花
園
大
学　

非
常
勤
講
師
）
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